
東
海
散
士
著

『
佳
人
之
奇
遇
』

の
成
立
に

つ
い
て高

　

井

　

多

佳

子

は

じ

め

に
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『佳
人
之
奇
遇
』
は
柴
四
朗
が
東
海
散
士

の
筆
名
で
、
明
治
十
入
年

(
一
入
入
五
)
か
ら
同
三
十
年

(
一
入
九
七
)
に
わ
た
っ
て
全
入
編

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ユ
　

十
六
巻

を
東
京
博
文
堂
か
ら
刊
行
し
、
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
書
物
で
あ
る
。
現
代
に
お

い
て
も
、
明
治
期
政
治
小
説
の
代
表
作
と

し
て
そ

の
名
を
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の

『佳
人
之
奇
遇
』
の
人
気
振
り
は
、
徳
富
薦
花
が
明
治
十
九
年

(
一
入
入
六
)
に
京
都
同
志

社
に
入
り
、
後
に
そ
の
在
学
中
の
こ
と
を
私
小
説

『黒

い
眼
と
茶
色
の
目
』
(大
正
三
年
十
二
月
刊
)
に
書

い
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
る
。
藍

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
　
で

花
は
、
「其
頃
佳
人
之
奇
遇
と
い
ふ
小
説
が
出
て
、
字
を
読
む
程
の
者
は
読
ま
ぬ
者
は
な
か

っ
た
。

(中
略
)
佳
人
之
奇

遇
の
華
麗
な
文
章
は

協
志
社

(同
志
社
を

い
う
…
筆
者
註
、
以
下
同
)
に
も
盛
に
愛
読
さ
れ
、
中
に
数
多

い
典
麗
な
漢
詩
は
大
抵
譜
記
さ
れ
た
。
(中
略
)
木
版
片

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ゐ

仮
名
ま
じ
り
の
字

の
大
き

い
藍
色
の
表
紙
を

つ
け
た
和
綴

の
其
本
は
協
志
社
で
も
其
処
此
処

の
テ
ー
ブ

ル
に
の
っ
て
居

た
」
と
記
し
て
い
る
。

　
そ

の

一
方
で
、
大
正
五
年

(
一
九

一
六
)
九
月

の

『
日
本
及
日
本
人
』
誌
上
で
は
、
森
鴎
外
が

「明
治
大
正
文
章
小

史
」
と
題
し
た

一
文

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(2
)

で
、
『佳

人
之
奇
遇
』

の

「真
著
者
」
に
関
し
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
が
あ

っ
て
興
味
深

い
。
鴎
外
は
、
「柴
四
朗
は
、

大
隈
内
閣

の
参
政
官

と
し
て
よ
り
も
、
東
海
散
士
の
名
を
以
て
天
下

の
耳
目
を
雀
動
せ
し
め
た
。
其
の

『佳
人
の
奇
遇
』
は
命
題
の
甚
だ
陳
腐
な
る
に
係
ら
ず
、
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文
字
通
り
に
洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
、
其

の
藍
色
菊
版
形
木
版
刷

の
あ
の
冊
子
を
知
ら
ざ
る
も
の
は
、
到
底
読
書

を
談
ず
る
の
資
格
が

無

い
と
さ
れ
た
。

こ
れ
は
我
等
が
故
郷
に
あ

っ
て
自
ら
経
験
し
た
事
実
に
係
る
も

の
で
あ
る
L
と
記
し
な
が
ら
も
、
そ

の
著
者
に
つ
い
て
は

次

の
よ
う

に
述
べ
る
。
「
東
海
散
士
其
人
は
実
在
す
る
、
唯
だ

『佳
人
の
奇
遇
』

の
東
海
散
士
は
鳥
有
子
で
、
真
著
者

に
非
ず
と
聞

い
て
は
、

誰
れ
か
此
の
大
か
ら
く
り
に
憤
慨
せ
ざ
る
も
の
が
あ
ら
う
」
と
、
「東
海
散
士
は
烏
有
子
」
、
し
た
が

っ
て
柴
四
朗
は

『佳
人
之
奇
遇
』

の
真

の
著
者

で
は
な

い
と
い
う

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
鴎
外
は
、
「東
海
散
士
の
本
物
は
何
人
か
、
或
は
高
橋
太
華
と
云
ひ
、

鈴
木
天
眼
と
も
云
ふ
、

(中
略

)
其
の
著
想
と
結
構

の
何
人
で
あ

っ
た
か
は
知
ら
ぬ
、
或
は
東
海
散
士
で
あ

っ
た
か
も
知
ら
ぬ
が
、
予
は
執
筆
者
を
高
橋
太
華
と
す

る
に
躊
躇
し
な

い
。
太
華
は
雑
誌

『小
国
民
』
の
主
筆

で
あ

っ
た
。
詩
章

の
豊
麗
雅
馴
な
る
の
み
な
ら
ず
、
悲
壮
に
好
く
、
雄
大
に
好
く
、

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(3
)

筆
意
亦

た
頗
る
雄
健
で
あ

っ
た
」
と
、
そ
の
真

の
著
者
は
高
橋
太
華
で
あ
る
と
断
言
す
る
。
そ
し
て
、
「当
時

『佳
人
の
奇
遇
』
に
倣
う
て
幾

多
の
模
倣
し
た
作
物
が
出
た
、
或
は
東
海
散
士
の
名
で
、
『東
洋
の
佳
人
』
と
云
ふ
も

の
ま
で
出
た
が
、
遂
に

『佳
人
の
奇
遇
』
の
上
に
出
つ

る
も

の
は
無
か
っ
た
、
(中
略
)
予
は
五
六
年
前
、
柴
四
朗
と
署
名
し
た
新
聞
寄
書
を
読
ん
だ
。
嚢
時

の
散
士
の
気
宇
何

ぞ
卓
落
た
る
。
今
日

の
意
気

の
何
ぞ
餓
ゆ
る
の
甚
だ
し
き
。
昔
時

の
文
字

の
何
ぞ
光
焔
あ
る
。
今
日
の
文
章

の
何
ぞ
拙
劣
寒
酸
な
る
。
其
変
化
の
余
り
に
甚
だ
し

き
に
驚

か
さ
れ
た
が
、
果
し
て
東
海
散
士
は
鳥
有
子
ら
し
い
」
と
結
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
鴎
外

が
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
大
正
五
年
と
い
え
ば
、
柴
は
ま
だ
存
命
中
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
柴
四
朗

は

『佳
人
之
奇
遇
』

の
真
の
著
者

に
非
ず
と
い
う
説
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
柴
は
、
そ
し
て
真

の
著
者
と
名
指
さ
れ
て
い
る
高
橋
太
華
は
、
何
ら

の
弁
明
も
行
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
柴
と
高
橋
太
華

の
両
名
に
そ
れ
ぞ
れ
面
会
し
て
話
を
聞

い
た
と

い
う
白
石
実
三

の
記
述
が
、
『日
本
文
学
講
座
第
十

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(4
)

一
巻
　
明
治
文
学
篇
』

(昭
和
九
年
刊
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
『佳
人
の
奇
遇
』
は
柴
東
海
散
士

の
作
と
し
て
知
ら
れ

る
。
が
、
実
際
は
、
同
郷
の
文
人
高
橋
太
華

の
代
作
だ
と
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
も
久
し

い
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
私
は
今
か
ら
二
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十
年
前

(大
正
三
、
四
年

の
頃
)
、
所
用
を
か
ね
て
赤
坂
に
東
海
散
士
を
訪
問
し
、
噂
の
真
偽
に
つ
い
て
軽
く
質
し
た
記
憶
が
あ
る
。
す
る

と
、
散

士
は
、
『さ
あ
…
』
と
、
軽
く
微
笑
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
他
を
顧

み
、
話
頭
を
転
じ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
L
と
、
白
石
の
質
問
に
柴

は
言
葉

を
濁
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
。
で
は
、

一
方
の
高
橋
太
華
は
何
と
答
え
た
の
か
。
同
じ
白
石
の
記
述
に
は
、
「最
近
、
太
華
山
人
に
対

し
て
同

じ
質
問
を
す
る
と
、
『
い
や
、
そ
れ
は
私
の
死
後

に
真
相
が
発
表
さ
れ
る
べ
き
で
せ
う
。
嘘
は
言

へ
な

い
、
が
、
人
の
名
は
傷

つ
け
た

く
な

い
』、
『
と
言

っ
て
、
東
海
散
士
そ
の
人
も
筆

の
立

っ
た
人
で
す
し
、
合
作
、
い
や
、
半
分
は
お
書
き
に
な

っ
た
と
見
て
よ

い
で
せ
う

か
?
』
、
『ま
あ
ま
、
そ
こ
ら

の
こ
と
に
し
て
お
い
て
下
さ
い
』
、
口
吻
か
ら
推
す
と
、
朱
を
入
れ
た
以
上
で
あ
る
こ
と
は
察
す
る
に
か
た
く
な

い
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
柴
は
こ
の
問
題
を
直
接
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
明
確

に
答
え
な
い
、
ま
た
、
高
橋
太
華
は
自
身
が
著
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(5
)

た
る
か
の
よ
う
な
言
葉
を
洩
し
た
こ
と
が

一
度
な
ら
ず
あ

っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
で
は
、
疑
惑
を
招
く

の
も
無
理
は
な
い
。

　
柴
四
朗
は
大
正
十

一
年

(
一
九
二
二
)
に
七
十

一
歳

で
、
高
橋
太
華
は
昭
和
二
十
二
年

(
一
九
四
七
)
に
入
十
五
歳

で
、
両
者
と
も
こ
の

問
題
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
な

い
ま
ま
世
を
去

っ
た
。
そ
の
た
め
、
『佳
人
之
奇
遇
』
に
は
、
な
が
く
尾
を
引
い
て
代
作

説
あ
る
い
は
合
作
説

が
付
随
す
る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
筆
者

は
前
に
、
『佳
人
之
奇
遇
』
発
刊
以
前

に
お
け
る
柴
四
朗

の
新
聞
雑
誌

へ
の
寄
稿
論
説
か
ら
、
当
時
の
柴

の
思
想

は
後
年

の

『佳
人
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(6
)

奇
遇
』
に
継
承
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
『佳
人
之
奇
遇
』
を
柴
の
政
治
論
説
書
と

み
て
、
そ
の
思
想
を

考
察
す
る
こ
と
を
研
究
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
代
作
説
や
合
作
説

の
あ
る
こ
の
書
物
を
、
そ

の
ま
ま
柴

の
書
と
し

て
あ

つ
か

っ
て
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
は
、
最
近
の
研
究
を
鑑
み
て
も
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『佳
人

之
奇
遇
』
の
成
立
に

つ
い
て
、
こ
の
書
物
の
代
作
説
お
よ
び
合
作
説
に
関
す
る
研
究
史
の
整
理
を
改
め
て
行

い
、
そ

の
う
え
で
、
筆
者

の
現

段
階
で

の
見
解
を
述
べ
て
こ
の
問
題
に

一
応

の
結
論
を
示
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
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一
、
研
究
史
の
整
理

　
　
　

(1
)　

著
者
は
誰
か

　

『佳
人
之
奇
遇
』
の
真

の
著
者
は
誰
か
。
研
究
史
を
繙

く
と
、
代
表
的
な
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
柳
田
泉

氏
の
「
『佳
人
之
奇
遇
』

　
　
　
　
　
　
　
　
(7
)

と
東
海
散
士
」
で
あ
る
。
柳
田
氏
は
、
「柴
五
郎
大
将

(四
朗
弟
)
が
、
在
米
の
散
士
か
ら
貰

っ
た
手
紙
の
う
ち
に
、
明
白
に
こ
の
書

の
著
作

に
触
れ
た
も
の
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は

(明
治
)
十
六
、
七
年
頃
の
手
紙
で
、
そ
の
な
か
に
は
、
時
事
に
感
じ
て
政
治
小

説
を
作
り
、

こ
れ
を

『佳
人
之
奇
遇
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
と

い
う
意
味
の
文
句
が
あ

っ
た
と
い
う
」
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
「
『佳
人
之
奇
遇
』
の
根
本

の
構

案
が
、
東
海
散
士

の
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
、
東
洋
の
形
勢
に
感
慨
し
て
成

っ
た
も
の
で
あ
る
」
こ
と
に
疑

い
は
な

い
と
す
る
。
し
か
し
、
「現
実

の

『佳
人
之
奇
遇
』
を
実
際
執
筆
し
た
人
に

つ
い
て
は
従
来
異
説
が
あ
る
」
と
し
て
、
以
下

の
三
説
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　

一
、
実
際

の
執
筆
者
は
高
橋
太
華
氏
で
あ
る
と
い
う
説

　
　
二
、
高
橋
氏

の
外
に
、
西
村
天
囚
が
助
筆
し
、
殊
に
詩
は
、
西
村

の
手
に
成
る
と
い
う
説

　
　
三
、
武
田
範
之
が
先
ず
漢
文
で
筆
し
、
こ
れ
を
東
海
散
士
が
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
う
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(8
)

　
柳
田
氏
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
高
橋
太
華

に
書
簡
を
送
り
真

の
執
筆
者
に

つ
い
て
尋
ね
た
と
い
う
。
「然
し
高
橋
氏
は
、
散
士
な
き
今
日
、

自
分
の
み
が

『佳
人
之
奇
遇
』

の
著
者
だ
と
は
勿
論
明
答
さ
れ
な
い
。
然
し
自
身
が
関
係
の
あ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
な

か
っ
た
。
だ
が
、
二

の
西
村

天
囚
の
手
伝

い
と
、
三

の
武
田
範
之
説
は
、
明
白
に
打
ち
消
し
た
」
と
あ

っ
て
、

つ
ま
り
西
村
は

「欄
外
の
批
評
を
書
き
、
跋

文
を

認
め
て
く
れ
た
位
」

の
も
の
で
、
「小
説
の
本
文
に
は
何
の
関
係
も
な

い
」、
武

田
に
は

『佳
人
之
奇
遇
』
を

「
漢
文
訳
さ
せ
て
み
た
」
が
、

「武
田
は
小
説
家
で
は
な
し
、
忙
し
く
も
あ
る
し
で
、
巧
く
ま
と
ま
ら
ず
」
、
こ
れ
よ
り
先
に
、
亡
命
中
国
人
梁
啓
趙
に
よ
る
漢
訳
が
出
た
の

で
中
止
し
た
と
い
う
回
答
で
あ

っ
た
と
い
う
。

こ
の
回
答
を
得
た
柳
田
氏
は
、
高
橋
太
華

の

「潤
飾
棚
正
」
の
程
度
は

「恐
ら
く
か
な
り
深
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く
立
ち
入

っ
て
、
た
だ
に
文
辞
上
だ
け

の
こ
と
で
は
な
く
、
構
案
の
或
る
部
分
、
人
物

の
捻
出
、
場
面
の
点
綴
等
に
ま

で
及
ん
だ
も

の
に
ち

が
い
な

い
L
と
推
論
し
な
が
ら
も
、
「妥
当
な
の
は
、
柴
氏
立
案
乃
至
原
稿
、
高
橋
氏
増
訂
」
で
あ
り

「著
者
は
誰
ぞ
と

い
う
問
題
に
対
し
て

は
、
や

は
り
柴
東
海
散
士
と
答
え
て

一
向
差
し
支
え
な
い
」
と
結
論
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
大
沼
敏
男
氏
は
、
前
述
の
第
三
点
に
挙
げ
ら
れ
る
武
田
範
之

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
松
沢
哲
成
氏

の
指
摘

(「武
田
範
之
」
『ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9
)

ジ
ア
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
所
収
、
れ
ん
が
書
房
新
社
、

一
九
七
九
年
)
に
基
づ
き
、
武
田
の

『洪
疇
遺
蹟
』
を
再
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

武
田
範
之
宛

の
柴
四
朗
書
簡
の
日
付
か
ら
、
巻
十

一

(明
治
三
十
年
七
月
刊
)
以
降
に
は

「武
田
の
加
筆
の
可
能
性
が
あ
る
」

こ
と
を
明
ら

か
に
し

て
い
る
。
そ
こ
で
大
沼
氏
は
、
柳
田
氏

へ
の

「
(武
田
の
関
与
を
否
定
し
た
)
太
華

の
回
答
も
に
わ
か
に
は
信
じ

が
た
く
、
前
掲
の
三

名
を
含

め
て
作
者
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
人
物
と
こ
の
作
品
の
関
係
は
、
予
想
よ
り
も
深

い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
」
と
し
て
、
「
こ
の

作
品
が

『名
文
』
と
し
て
読
ま
れ
、
作
中
の
漢
詩
が
好
ん
で

『朗
唱
』
さ
れ
た
と
い
う
事
実
、
す
な
わ
ち
表
現
と
そ
の
享
受
と
の
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
部
分
的
な
文
章

の
潤
飾

の
意
味
も
看
過
出
来
ず
、
そ

の
程
度

に
よ

っ
て
は
合
作

の
可
能
性
が
出
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
」
と

述
べ
て

い
る
。

　
木
下
彪
氏
は
、
『佳
人
之
奇
遇
』
巻
九
巻
頭
に
あ
る
東
海
散
士
自
序
の
言
に
よ

っ
て
、
「
『佳
人
之
奇
遇
』
は
小
説
だ
が
、
全
体
が
文
と
詩
を

以
て
成

り
、
文
の
作
者
と
詩
の
作
者
は
初
か
ら
別
で
あ
る
。
だ
か
ら
作
者
問
題

の

一
半
と
は
、
詩
の
作
者
は
誰
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(10
)

指
摘
し
、
そ
の
詩
の
作
者
と
は
国
分
青
厘
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。

　
そ
も
そ
も
、
『佳
人
之
奇
遇
』
巻

一
巻
頭
に
あ
る
東
海
散
士

「
自
叙
」
に
お
け
る

「多
年
客
土

二
在
リ
、
国

ヲ
憂

へ
世
ヲ
慨
シ
、
千
万
里
ノ

山
海
ヲ
跋
渉
シ
、
物

二
触

レ
事

二
感
シ
発
シ
テ
筆
ト
ナ

ル
モ
ノ
積
テ
十
余
冊

二
及

ヘ
リ
、
是

レ
皆
楡
閑
ノ
漫
録

ニ
シ
テ
、
和
文
ア
リ
漢
文
ア

リ
、
時

二
或

ハ
英
文
ア
リ
テ
、
未
タ

一
体
ノ
文
格
ヲ
為
サ

ス
、
今
年
帰
朝
、
病
ヲ
熱
海
ノ
浴
舎

二
養
ヒ
始
テ
六
旬
ノ
閑
ヲ
得
タ
リ
、
乃
チ
本

邦
今
世
ノ
文

二
倣
ヒ
之
ヲ
集
録
削
正
シ
、
名
ケ
テ
佳
人
之
奇
遇
ト
云
フ
」
と
の
言
を
み
れ
ば
、

こ
の
書
物
が
柴
四
朗

の
体
験
と
知
識
を
な
く
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(11
)

し
て
誕
生
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『佳
人
之
奇
遇
』
が
完
全
な
る
代
作
と
い
う
こ
と
は
な

い
。

　
で
は
、
柴
と
高
橋
太
華

の
二
名
に
よ
る
合
作
な
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
も
言
い
難

い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
巻
九
自
序
に
は
、
「諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12
)

友
ノ
評
論
」
が
加
え
ら
れ
た

『佳
人
之
奇
遇
』
原
稿
を

「
一
詩
宗
」
に
送
り

「
評
正
」
を
求
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に

『佳
人

之
奇
遇
』
に
は
、
各
巻
の
鼇
頭
に
複
数
人
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
漢
文
評
が
載
せ
ら
れ
て
い
て
、
刊
行
ま
で
に
幾
人
か
の
手
を
経
て
い
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
『佳
人
之
奇
遇
』
に
は

一
部
分
で
は
あ
る
が
稿
本
が
残

っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
複
数
人

の
手
に
よ
る
添
削

の
跡
が
確

認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
稿
本
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
次
に
稿
本
か
ら
み
た
合
作
説
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。

　
　
　

(2
)　
合
作
説

　

『佳

人
之
奇
遇
』
の
合
作

の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
大
沼
敏
男
氏
の

「
『佳
入
之
奇
遇
』
成
立
考
証
序
説
1
慶

応
義
塾
図
書
館
蔵
稿

　
　
　
　
　
　
　
　

(13
)

本
と
刊
行
本
l
」
が
あ
る
。
大
沼
氏
は
、
『佳
人
之
奇
遇
』
稿
本

(慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵
)
と
刊
行
本
と
の
比
較
対
照
を
通
し
て
、
「
『佳
人

之
奇
遇
』
は
、
散
士
が
第

一
次
稿
本
を
執
筆
し
、
他
人
に
添
削
と
漢
文
評
類
を
依
頼
し
、
そ
れ
を
本
文
と
共
に
転
写
し
、
更
に
添
削
を
加
え

て
い
く
と
言

っ
た
よ
う
な
複
雑
な
過
程
を
基
本

パ
タ
ー

ン
と
し
て
た
ど
り
、
刊
行
に
至

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
添
削
に

つ
い
て
次
の
よ
う

に
概
括
し
て
い
る
。

　

一
、
漢
詩
で
稿
本
成
立
後
か
ら
刊
行
ま
で
の
間

で
挿
入
さ
れ
た
も

の
が
目
立
ち
、
ま
た
原
案
の
漢
詩

の
入
れ
換
え
が
あ
る
。

　
二
、
文
章
、
字
句

の
推
敲
、
特
に
風
景
描
写
な
ど
、
プ

ロ
ッ
ト
に
直
接
関
与
し
な
い
箇
所
が
よ
り
整

っ
た

「美
文
」

調
に
直
さ
れ
て
い
る
。

　
三
、
注
や
典
故
類
の
削
除
、
増
補
が
見
ら
れ
る
。

　
四
、
政
治
的
意
見
、
他
国

の
政
治
情
勢
や
歴
史
な
ど
の
記
述
に
増
補
及
び
削
除
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
う

え
で
大
沼
氏
は
、
「
現
存
す
る
稿
本
の
散
士
の
筆
跡
を
確
認
し
、
ま
た
残
り
の
稿
本
が
全
て
発
見
さ
れ
ぬ
限
り
、
散
士
自
身

の
手
に
な
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る
推
敲

が
ど
れ
ほ
ど
な
の
か
判
明
し
難

い
が
、
稿
本
生
成
過
程
を
鑑
み
れ
ば
他
者

の
筆
に
よ
る
も
の
が
相
当
存
在
す
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
『佳
人
之
奇
遇
』
を
合
作
と
み
な
す

の
が
妥
当
か
否
か
を
問
う
前
に
、
ま
ず
前
掲

の
諸
点

の
表

現
機
能

(作
品
享
受
の

さ
れ
方

を
も
含
め
て
)
を
如
何
に
テ
キ
ス
ト
全
体

の
中
で
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
作
業
が
不
可
欠
に
な

っ
て
く
る
L
と
述
べ
る
。

　
そ
の
後
、
井
田
進
也
氏
は
、
大
沼
氏

の
合
作
説
を
も
と
に
「合
作

の
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
、
ど
の
『程

度
』
に
達
し
て
い
た
か
を
稿
本
そ
の
も

の
に
即
し
て
確
か
め
」
る
と
し
て
、
「現
存
す
る
稿
本

の
浄
書
本
文
や
欄
外
に
加
え
ら
れ
た
朱
筆
、
墨

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ぬ
　

筆
の
主

が
誰
で
あ
る
か
、
東
海
散
士
、
高
橋
太
華
、
武
田
範
之
の
筆
跡
な
ら
び
に
筆
癖

の
両
面
か
ら
検
討
」
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
柴
と

高
橋
太
華

に
は
、
「送
り
仮
名
ほ
か
推
敲
方
針
を
め
ぐ

っ
て
両
者

の
間
に
静
か
な
確
執
が
あ

っ
た
」
と
指
摘
し
、
「巻
三
、
巻
四
と
巻
を
追
う

に
し
た
が

っ
て
、
稿
本
そ
の
も
の
の
中

で
散
士
が
次
第
に
遠
景
に
退

い
て
ゆ
く
印
象
は
否
み
が
た
い
」
と
述

べ
る
。
ま
た
、
武
田
範
之
の
関

与
に
つ
い
て
は
、
そ
の
独
特

の
筆
癖
が
巻
九
に
既
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
沼
氏
が
指
摘
し
た
巻
十

一

(明
治
三
十
年
七
月
刊
)
よ
り
遡

っ
て
、

「早
く
も
こ
の
時
期

(巻
九
は
明
治
二
十
四
年
十

一
月
刊
)
か
ら
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
」
と
あ
る
。

　
現
在

ま
で
、
『佳
人
之
奇
遇
』
稿
本
を
あ

つ
か
っ
た
研
究
は
、

こ
の
大
沼
、
井
田
両
氏
に
よ
る
も
の
以
外
に
は
な

い
。

し
か
し
な
が
ら
、
両

氏
が
そ

れ
ぞ
れ
特
定
す
る
柴
四
朗
筆
跡
が
異
な
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
未
だ
考
証
さ
れ
る
べ
き
問
題
を
多
く
残
し
て
い
る
。
既
に
述
べ

た
よ
う

に
、

『佳
人
之
奇
遇
』
が
複
数
人

の
手
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
く
、
そ
の
関
与
の
程
度
に
よ

っ
て
は
、
合
作
説
を
と
る

必
要
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
『佳
人
之
奇
遇
』稿
本
が
存
在
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
添
削
過
程
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
な

ら
ば
、
ま
ず
稿
本
自

体
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
稿
本
上
に
ど
の
よ
う
な
添
削
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討

し
、
さ
ら
に
稿
本
か

ら
刊
行
本

へ
貫
か
れ
る
柴
の
思
想
を
考
察
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
次
章
で
は
、
大
沼
、
井
田
両
氏

の
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
筆
者
が

改
め
て

『佳
人
之
奇
遇
』
稿
本

の
調
査
を
行

っ
て
得
た
見
解
を
述

べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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二
、
『
佳
人
之
奇
遇
』
稿
本

　
　
　

(1
)　

現
存
す
る
稿
本

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(15
)

　
慶
応
義
塾
図
書
館
が
所
蔵
す
る

『佳
人
之
奇
遇
』
稿
本
は
全
七
冊
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻

一
初
稿
』
、
『佳
人
之
奇

遇
草
稿
　
巻

一
巻
二
再
稿
』、
『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻
三
』、
『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻
四
』、
『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻
十
』
と
題
さ
れ
た
五

冊
は
、
い
ず
れ
も
原
稿
用
紙
を
裏
打
ち
し
、
茶
色
表
紙
を
付
し
て
同
じ
装
丁
で
和
綴
に
製
本
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
様

の
装
丁
で
、
『佳
人

之
奇
遇
草
稿
　
筋
書
』
と
題
さ
れ
た

一
冊
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
服
部
撫
松
著

『通
俗
佳
人
之
奇
遇
』
と
の
類
似
点
を
挙

げ
た

「筋
書
」
と
、

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16
)

刊
行
本

で
は
巻
九
巻
頭
に
あ
る
東
海
散
士
自
序

の
草
稿
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
も
う

一
冊
は
、
『佳
人
之
奇
遇
巻
九
』
と
あ
る
草
稿
が
無
罫
の

紙
に
蒟
蒻

印
刷
さ
れ
て
紙
紐
で
綴
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
は
他

の
六
冊

の
よ
う
な
装
丁
は
施
さ
れ
て
い
な

い
。

　
こ
れ
ら
の
稿
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
浄
書
本
文
に
朱
筆
、
墨
筆

で
添
削
が
加
え
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
、
稿
本

中
に
み
ら
れ
る
柴
四

朗
の
筆

跡
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
た
だ
し
本
稿
で
は
、
浄
書
本
文
に
お
け
る
柴
自
身

の
筆
跡

の
特
定
は
行
わ
な
い
こ
と
を
断

っ
て
お
き
た

い
。
そ
れ
は
浄
書
を
意
識
し
た
場
合

の
柴

の
筆
跡
が
判
明
せ
ず
、
現
段
階
で
は
明
確

に
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
大
沼
氏

は
部
分
的

に
柴
自
筆

で
あ
る
と
断
定
す
る
が
、
別
人
と
さ
れ
る
浄
書
者

の
筆
跡
が
異
筆
か
ど
う
か
疑
わ
し

い
場
合
も
あ

り
、
果
し
て
そ
う
か

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17
)

は
疑
念

が
残
る
。
井
田
氏
は
大
沼
氏
の
見
解

に
は
異
論
を
唱
え
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
筆
者
が
指
摘
で
き
る
の
は
、
添
削
文
字
の

一
部
に

つ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

㌧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(18
)

い
て
は
、
書
簡
等
に
み
ら
れ
る
柴
四
朗
筆
跡
と
の
比
較
か
ら
、
柴
の
自
筆
と
断
定
で
き
る
も
の
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

『佳
人
之
奇
遇
』
は
全
入
編
十
六
巻
、

つ
ま
り
二
巻
を

一
編
と
す
る

(表
1
参
照
)。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
現
存
す
る
稿
本
に
つ
い
て
、
そ

の
刊
行
経
緯
を
考
慮
し
て
二
巻
を

一
組
と
し
て
考
察
を
す
す
め
た
い
。
本
稿
で
は
、
稿
本

の
添
削
箇
所
、
お
よ
び
稿
本

と
刊
行
本
に
お
け
る

異
同
箇
所
を
逐

一
追
う

こ
と
は
せ
ず
、
先
行
研
究
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な

い
点
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
先
行
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《
表

1
》刊
行
本

初
編

二
編

三
編

四
編

五
編

六
編

七
編

八
編

巻

一

巻

二
巻
三
巻

四
巻
五
巻
六
巻
七
巻
八
巻
九

巻
十

巻
十

一

巻
十
二

巻
十
三

巻
十
四

巻
十
五

巻
十
六

刊
行
年
月
日

明
治
18

10

28

 

明
治
18

10

28

 

明
治
19

1

13

 

明
治
19

1

13

 

明
治
20

2

4

 

明
治
20

2

4

 

明
治
20

12

24

 

明
治
21

3

24

 

明
治
24

11

24

 

明
治
24

12

9

 

明
治
30

7

30

 

明
治
30

7

30

 

明
治
30

9

14

 

明
治
30

9

14

 

明
治
3a

l0

19

 

明
治
30

10

19

稿

本

『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻

一
初
稿
』

『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻

一
巻
二
再
稿
』

『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻

一
巻

二
再
稿
』

『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻
三
』

『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻
四
』

『佳

人
之
奇
遇
　
巻
九
』

『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
巻
十
』

『佳
人
之
奇
遇
草
稿
　
筋
書
』

複
数
人
に
よ
る
添
削

(柴
自
筆
を
含
む
)
。

複
数
人
に
よ
る
添
削

(柴
自
筆
を
含
む
)
。

柴
に
よ
る
推
敲
本
。

柴
に
よ
る
推
敲
本
。

蒟
蒻

印
刷
。
朱
筆
漢
文

評
お
よ
び
添
削
は
刊
行

本
に
採
用
さ
れ
ず
。

複
数
人
に
よ
る
添
削

(柴
自
筆
を
含
む
)
。

ロ

}
合
綴
さ
れ
る
巻
九
自
序

一
は
柴
自
筆
草
稿
。

備
　
考

高
橋
太
華
宛
柴
四
朗
書
簡

(柴

ウ
ィ
ー
ン
よ
り

草
稿
送
致
、
加
筆
依
頼
)
。

柴
、
巻

八
を
自
身

の

「
政
治
上

の
意
見
」
と
す
。

西
村

天
囚
が
関
与

か
。

武
田
範
之
宛
柴

四
朗
書
簡

(加
筆
依
頼
)
。

※
刊
行
本

の
刊
行
年
月
日

(初
版
)
は
筆
者
所
蔵
刊
行
本
に
よ

る
。
稿
本

は
す

べ
て
慶
応
義
塾
図
書
館
所
蔵
。
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研
究
に
お
い
て
は
、
文
章
表
現
お
よ
び
小
説
プ

ロ
ッ
ト
に
関
わ
る
添
削
に
関
し
て
の
検
討
、
お
よ
び
考
察
に
比
重
が
お
か
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
筆
者

の
関
心
は
そ
う

い
っ
た
事
よ
り
も
、
他
者
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
添
削
は
、
柴
四
朗

の
思
想
を
お
び
や
か
す

も
の
で
あ

っ
た
か
ど

う
か
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
沼
氏
が
第
四
点
に
挙
げ
た

「政
治
的
意
見
、
他
国

の
政
治
情
勢
や
歴
史

な
ど
の
記
述
に
増
補

及
び
削

除
が
認
め
ら
れ
る
」
添
削
に

つ
い
て
特
に
注
意
し
て
、
『佳
人
之
奇
遇
』
成
立
過
程
に
お
い
て
柴
の
思
想
が
ど
れ
ほ
ど
貫
か
れ
て
い
る

の
か
と

い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19
)

　
初
編

(巻

一
巻
二
)
に
つ
い
て
、
稿
本
は

「巻

一
初
稿
」
と

「巻

一
巻
二
再
稿
」
が
現
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
巻

一
稿
本
に
は
、
「初
稿
」

と

「再

稿
」
の
二
種
類
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
定
稿
成
立
ま
で
に
作
ら
れ
た
稿
本
は
こ
の
二
種
類
だ
け
で
は
な

か

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

現
存
す

る
稿
本
か
ら
刊
行
本
に
お
け
る
変
化
も
認
め
ら
れ
る
の
で
、
現
存
す
る
も
の
が
最
終
稿
と
は
い
え
な

い
。
前
掲
巻
九
自
序
に
も
、
「抑

初
篇
ヲ
公

ニ
ス
ル

ニ
当
リ
、
出
版
ノ
自
由
ヲ
得
ザ

ル
ガ
為

二
稿
ヲ
更
ム
ル
コ
ト
十
余
回
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
存
す
る
稿
本
だ
け
で
添
削
過

程
の
す

べ
て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
回
は
、
ま
ず
稿
本
上

の
添
削
が
ど
う
行
わ
れ

て
い
る
の
か
、
さ
ら

に
稿
本

か
ら
刊
行
本
に
お
け
る
過
程
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
か
、
こ
の
二
段
階
の
過
程
を
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
巻

一
稿
本
は
二
種
類
が
現
存
す
る
の
で
、
文
章
が
よ
り
美
文
調
に
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
様
子
を
よ
く
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
大
沼
氏
は

『佳
人

之
奇
遇
』
冒
頭
の
文
章
の
入
念
な
添
削
過
程
を
検
討
し
て
、
「
こ
の
文
章
を
散
士

の
文
章
と
し
て
引
用
す
る
に
は
、
大
き
な
問
題
が
存

す
る
」

と
述
べ
る
。
だ
が
、
文
章
表
現
に
関
わ
る
以
外

の
添
削

の
程
度
は
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
、
巻

一
稿
本
に
お
い
て
は
、
稿
本
上

の
添

削

で
も
稿
本
か
ら
刊
行
本

に
お
け
る
変
化
を
み
て
も
、
語
句
、
文
章

の
異
同
、
割
注
の
増
補
や
削
除
、
史
伝
の
追
加
な

ど
は
み
ら
れ
る
が
、

そ
こ
で
述
べ
ら
れ
る

「
政
治
的
意
見
」
そ

の
も
の
を
添
削
す
る
箇
所
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
巻
二
稿
本
で
は
、
幕
末
維
新
期

の
政
治
情
勢
か
ら
会
津
藩
の

「
亡
国
」
を
述

べ
て
い
く
部
分

(刊
行
本
で
は
十
三
丁
目
裏
か
ら
十
九
丁
目

裏

に
か
け
て
、
以
下
丁
数
は
刊
行
本

に
よ
る
)
に
注
目
す

べ
き
朱
筆

の
書
込
が
あ
る
。
そ
れ
は

「此
ノ

一
綴

ハ
御
改
正

ノ
後
チ

ニ
妄
評

ス
ベ
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シ
、
請

フ
大

二
刷
除
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
」
と
あ

っ
て
、
「此
ノ
少
シ
前

ノ
御
守
護
職
以
来
ノ

コ
ト

ハ
、
ヨ
ク
太

一
郎
様

(
四
朗
長
兄
)
ト
御
相
談

ナ
サ

レ
、
今
少
シ
簡
略

ニ
シ
激
烈

二
過
ギ
ザ
ル
ヤ
ウ
意
味
ヲ
含
蓄
シ
テ
御
記
載
ノ
方
ナ
ラ
ン
カ
、
当
時

ハ
忌
諌

二
触

ル
・
ヤ
ウ
ノ
コ
ト

ハ
ナ

キ
筈
ナ

レ
ト
モ
、
其
実

ハ
然
ラ
ズ
、
最
モ
他
藩
人
ノ
記

ス
ル
ナ

レ
バ
可
ナ

レ
ト
モ
、
御
同
前

ヨ
リ
云
フ
時

ハ
少
シ
ク
斜
酌

ス
ベ
キ

ニ
似
タ
リ
、

何
如
」
と
稿
本

の
内
容
に
対
し
て
警
告
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
部
分
が
果
し
て
朱
筆

の
主
が
警
告
す
る
よ
う

に
、
「
改
正
」
あ
る
い

は

「剛
除
」
さ
れ
、
「今
少
シ
簡
略

ニ
シ
激
烈

二
過
ギ
ザ
ル
」
よ
う
に
改
稿
さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
て
み
る
。

　
ま
ず

稿
本
上
の
添
削
で
あ
る
が
、
削
除
線
が
何
カ
所
か
あ

っ
て
添
削
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
語
句
や
文
章
の
単

な
る
異
同
を
除
く
と
、

「当
時
幕
政
荷
且
庸
人
権
ヲ
弄
シ
機
謀
ノ
士

ハ
退
ケ
ラ
レ
慷
慨
有
為
ノ
士

ハ
罪
セ
ラ
レ
」
と

い
う
文
が
、
「幕
府
三
百
年
承
平
ノ
後
ヲ
受
ケ
政

荷
且

二
流

レ
」
と
添
削
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
刊
行
本
に
そ
の
ま
ま
採
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
部
分
は
や
や
控
え
め
な
表
現
に

改
め
ら
れ
て
い
る
と

い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
以
外
に
、
こ
こ
で
も

っ
と
も
添
削
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
会
津
藩
の
女

性
の
辞
世

の
句

が
挿
入

さ
れ
る
部
分

(十
入
丁
目
裏
)
で
あ
り
、
刊
行
本
ま
で
に
は
辞
世
句
が
さ
ら
に
差
し
か
え
ら
れ
て
い
て
、
添
削
者
が
入
念
に
こ
の
部
分
の
添

削
を
行

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
添
削
者
の
重
き
を
お
く
と
こ
ろ
が

「文
学
的
表
現
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
如
実

に
物
語

っ
て
い
る
と
も

い
え
る
。
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
改
稿
ら
し
い
改
稿
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
稿
本

か
ら
刊
行
本
に
お
け
る
変
化
を
検
討
し
て
み
て
も
、
幕
末
の
会
津
藩
主
松
平
容
保
の
役
割
を
述
べ
る

「政
治
的
意
見
」
や
、
戊
辰
戦

争
時
に
お
け
る
会
津
藩
の
悲
劇
を
悲
憤
慷
慨
調
に
述
べ
る
部
分
は
ほ
と
ん
ど
改
稿
さ
れ
て
は
い
な
い
。
語
句

の
異
同

こ
そ
あ
る
も
の
の
、
大

き
な
改
稿
は
認
め
ら
れ
ず
、
刊
行
本
に
は
稿
本
の
思
想
が
そ
の
ま
ま
貫
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
ま
さ
し
く
貫
か
れ
た
か
ら
こ

そ
、
こ

の
部
分
に
は
巻
九
自
序
に
あ
る
よ
う
に

「稿
成
リ
テ
之
ヲ
創
剛
全
ク
エ
ヲ
終

ヘ
テ
塗
抹
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ

ル
ノ
不
運

二
遭
遇
」
し
た

箇
所
が
あ
る
の
で
あ
る
。
稿
本
に
、

　
　

(稿
本
で
は

「朝
廷
」、
刊
行
本
で
は

「朝
臣
」
が
主
語
と
な
る
)
却
リ
テ
我
ヲ
責
ム
ル
ニ
違
勅
ノ
罪
ヲ
以
テ
シ
、
世
人
挙
リ
テ
我
レ
ヲ
目
ス
ル
ニ
国
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ヲ
売
ル
ノ
姦
臣
蜂

シ
・
内

ハ
酵

讐

舞

礎

暗
衆

朝
威
ヲ
警

.援
夷
ノ
諦
ヲ
下
ス
・
皇

火
ヨ
リ
・
急
ナ
リ
・
蓋
・
先
帝
ノ
灘
意

二
非
サ
ル
ナ
リ

と
あ
る
と
こ
ろ
が
、
刊
行
本
で
は

「出
版
ノ
自
由
ヲ
得
ザ

ル
ガ
為
」

(巻
九
自
序
)
に
検
閲
に
か
か
り
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
最
終
稿

の
本
文

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他

の
部
分

の
添
削
の
程
度
か
ら
推
察
す

れ
ば
、
こ
の
箇
所
も
稿

本

の
内
容
に
そ
う
手
は
加
え
ら
れ
て
い
な

い
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
そ
う
で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
黒
塗
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

　
巻
二
稿
本

に
は
も
う

一
箇
所
、
同
じ
朱
筆

の
主
に
よ
る
次
の
よ
う
な
書
込
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
世
界
情
勢
を
説
く
箇
所

(十
九
丁
目
裏
)

の
欄
外

に
、
「此

一
段

ハ
外
交
上

二
関
係
シ
テ
甚
タ
不
可
ナ
リ
、
若
シ
此
ノ
儘
上
梓
セ
バ
、
必
ズ
罰

セ
ラ
ル

・
ノ
上

二
絶
板

ニ
セ
ラ
レ
ン
、
以

下

ニ
モ
往

々
海
外
交
際
国

ノ
悪
シ
キ

コ
ト
ヲ
説
キ
タ

ル
所
ア
リ
、
皆
改
メ
ザ

ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
あ

っ
て
、
朱
筆

の
主

は
こ
こ
で
も
稿
本
の
内

容
に
つ
い
て
警
告
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
甚
タ
不
可
」

で
あ

っ
て

「皆
改
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
、

こ
こ
で
の
警
告
は
先
程

よ
り

一
層
強

い
語
調
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
部
分
に

つ
い
て
も

「改
メ
」
て
あ
る
の
か
検
討
し
て
み
る
。

　
こ
の
朱
筆
書
込
の
あ
る
次
の
丁
に
は
柴
の
筆
で
欄
外
に
書
込
が
あ
る
。
そ
こ
に
は

「亜
細
亜
北
部

ハ
強
俄
ノ
為

二
井
セ
ラ

レ
、
南
方
印
土

ハ
英
王
ノ
臣
妾
ト
為
リ
、
安
南

ハ
仏
国

二
内
附
シ
、
土
耳
其
、
清
国

モ
萎
微
、
既

二
己

二
亡
滅
ノ
運

二
傾
向
セ
リ
、
鳴

乎
、
鯨
饒
浪
ヲ
蹴
リ

テ
東
洋
ヲ
縦
横
シ
、
射
狼
食
ヲ
求
メ
テ
戸
外
ヲ
窺

フ
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、

こ
れ
を
本
文
に
挿
入
す
る
よ
う
指
示
が
あ

る
。
刊
行
本
で
は
「仏

国

二
内

附
シ
」
が

「仏
国

二
隷
属
シ
」
と
な
る
以
外
は
、

こ
の
文
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
朱
筆

警
告
の
後
に
挿
入
さ

れ
た
も

の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な

い
が
、
柴
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国

の
危
機
的
状
況
を
よ
り

一
層
強
調
し
た
世
界
情
勢

の
描
写
が
増
補
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
部
分
に
も
再
び
検
閲
に
よ

っ
て
黒
く
塗
り

つ
ぶ
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
数
回
の
添
削
の
跡
が
み
ら
れ

る
稿
本
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
人
英
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　梛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　力
堂
々
タ
ル国
禁
ヲ

　
　

(稿
本
も
刊
行
本
も

「臆
」
)
々
英
公
使
力
先
帝
ノ
詔
ヲ
裂
テ
地
二
梛
チ
、
或

ハ
公
会
二
杯
盤
ヲ
蹴
テ
我
ヲ
凌
辱
シ
、
独
国
兵
艦
ノ
我
国
禁
ヲ
犯
シ
、

　
　

躁
踊
シ

　
　
　
　
疫
痛
為
メ
ニ
蔓
延
セ
シ
、
我
ガ
同
胞
兄
弟
数
万
ヲ
シ
テ
父
母
ヲ
離
レ
姉
妹

二
訣
レ
、
空
ク
黄
壌
ノ
幽
鬼
ト
ナ
ラ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
、
実

二
堪
ユ
可
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憲

　

　

カ
ラ
ザ

ル

モ
ノ
ナ

リ
、

而

シ
テ
我

レ
之

ヲ
奈

何
ト

モ
ス

ル

コ
ト
ナ

シ
、

加
之

ナ

ラ
ズ
、

外

人

ノ
我

ヵ
国
法

ヲ
蔑

視

シ
、

　

　

(抹
消
)
「我
力
条
約
改
正
ヲ
肯
ゼ
ザ
ル
数
年
」

　

　

我

婦
女

ヲ
姦

ス

ル
臭

行
万

状
、

若

シ
之

ヲ
忍

フ

　

　

(抹
消
)
「約
二
背
キ
我
力
条
約
改
正
ヲ
拒
避
シ
、
彼
我
力
良
民
ヲ
欺
キ
」

　

　

(欄
外
柴
加
筆
)
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
シ

　

　

「
彼

レ
約

二
背

キ

テ
我

力
条

約
改

正

ヲ
拒
避

シ
、
良

民

ヲ
欺

キ
我

力
婦
女

ヲ
姦

ス

ル
臭
行

万

状
至

ラ
ザ

ル
所

ナ

シ
、
而

シ
テ
我

レ
之
ヲ

天

ノ
正
理

ニ

　

　

　

ミ　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
　
ぐ

　

　

照

ラ

シ
法
庭

二
訴

ヒ
、
猶

ホ
曲

ヲ
蒙

ル

ニ
到

ル
、
若

シ
之

ヲ
忍
ブ

ベ
ク

ン

ハ
」

　

　

可

ク

ン

ハ
何

ヲ

カ
忍
ブ

可

カ
ラ

ザ

ラ

ン
、

志
士

苫

二
寝
ネ

文

ヲ
枕

ニ
シ
此
国
辱

ヲ
雪

メ
ズ

ン

ハ
後

世

子
孫
其

レ
我

ヲ
何

ト

カ
云

ハ
ン

と

あ

る

と

こ

ろ

で
、

こ

れ

も

前

と

同

様

に
最

終

稿

の
本

文

は
わ

か

ら

な

い
が
、

黒

塗

さ

れ

た

こ

と
を

考

え

る

と
、

こ

の
段

階

と

ほ

ぼ
同

様

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(20
)

内

容

で
あ

っ
た

と

み
ら

れ

る

。

「
海

外

交

際

国

ノ
悪

シ

キ

コ
ト

ヲ

説

キ

タ

ル
所

ア

リ
、

皆

改

メ

ザ

ル

ベ

カ

ラ

ズ

」
と

の
警

告

が
無

視

さ

れ

た
結

果

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で
あ

る
。

そ

れ

ば

か

り

で
な

く

、

欄

外

柴

の
加

筆

に

よ

っ
て
、

英

国

人

の
横

暴

が
よ

り

強

調

さ

れ

る

文

が

何

度

も

練

ら

れ

て

い
る

こ

と

が

わ

か

る
。

　

同

じ

部

分

の
稿

本

か

ら

刊

行

本

へ
の
変

化

も

み

て

お

く

が
、

こ

れ

は

、

他

者

の
添

削

に

よ

る

も

の

な

の
か

、

柴

自
身

の
推

敲

に

よ

る
も

の

な

の

か

判

断

が

つ
か

な

い

こ
と

を

予

め

断

っ
て

お

く

。

日

本

国

内

の
様

子

を

述

べ

る

部

分

(
二

十

一
丁

目

裏

)

に

、

「
中

央

集

権

重

キ

ニ
過

キ

、

地

方

其
鈞

ヲ

失

ヒ
、

帝

京

二
非

サ

レ

ハ
事

ヲ

起

シ
名

ヲ

挙

ク

ル
能

ハ
ス
、

悠

悠

タ

ル
奔

競

ノ
士

、

政

府

場

外

二
別

二
名

利

ノ
余

地

ア

ル

ヲ
覚

ラ

ス
、

皆

官

途

二
狂

奔

シ

テ
偏

二
租

税

二
衣

食

セ

ン

コ
ト

ヲ
願

フ
」
と

い
う

文

が
増

補

さ

れ

て

い
る

。

ま

た

興

味

深

い

の
は

、

「
大

難

ヲ

救

済

挽

回

ス

ル
ノ

策

」

(国

権

恢

復

策

)
を

述

べ

る
部

分

に
、

刊

行

本

(
二
十

三

丁

目

表

)

で

は

「
外

人

ノ

移

住

ヲ
奨

励

シ
外

国

ノ

資

本

ヲ
利

用

シ
、

古

来

国

人

力

漫

二
官

爵

ヲ
重

シ

テ

天

爵

ヲ

軽

シ
、

清

貧

二
傲

テ

商

利

ヲ
賎

ム

ノ
随

習

ヲ
破

リ

」
と

あ

る

の
が

、

稿

本

の
段

階

で

は

「
兵

ヲ

講

シ

武

ヲ

習

ヒ

、

陸

ニ

ハ
塁

壁

ヲ

堅

フ

シ
海

ニ

ハ
戦

艦

ヲ
備

へ
、

馬

二
秣

ヒ
劔

ヲ
磨

キ

、

欧

人

力

蹟

属

ヲ
制

シ
我

国

権

ヲ

復

シ
」

と

い
う

文

で
あ

っ
た

と

い
う

こ

と

で
あ

る

。

こ

こ

で

は
、

武

力

に
よ

る
国

権

恢

復

を

述

べ

る

稿

本

の
方

に

、

柴

の
思

想

が

強

く

顕

れ

て

い

る

と

み
ら
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れ
る
。

　
さ
て
、
二
度
に
わ
た

っ
て
稿
本
の
内
容
に
警
告
を
発
す
る
朱
筆
の
主
で
あ
る
が
、
井
田
氏
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
も
散
士
の
長
兄
「太

一
郎
」

を
知

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

「同
郷
の
後
輩
」
高
橋
太
華
で
あ
る
と
断
定
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
た
だ
し
、
井
田

氏
は

「
こ
こ
で
興
味
あ
る
の
は
、
太
華
が
検
閲
を
回
避
す
る
た
め
と
は
い
え
、
著
者
た
る
散
士

の
最
終
稿
に
対
し
て
も
、
な
お
か
つ

『妄
評

ス
ベ
シ
』
と
い
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

い
く
ら
太
華
が

「妄
評
」
し
よ
う

と
も
、
結
局
、
こ
の
稿
本
が
述

べ
る
と
こ
ろ
が
大
き
な
改
稿
も
な
く
刊
行
本

に
採
用
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
な
お
か

つ
、
検
閲
に
か

か
り
黒
塗
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
事
実
を
み
れ
ば
、
そ
れ
は
太
華
以
外
の
他
者

の
添
削
を
経
て
も
、
最
終
的
に
は
真
の
著
者
で
あ
る
柴
四
朗

の

思
想
が
貫
か
れ
た
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
二
編

(巻
三
巻
四
)
に
つ
い
て
稿
本
は
、
「巻
三
」
と

「巻
四
」
が
現
存
す
る
。
こ
れ
も
稿
本
か
ら
刊
行
本
に
お
け

る
変
化
が
認
め
ら
れ
る

の
で
、

い
ず
れ
も
最
終
稿
で
は
な
い
。
そ
の
変
化
は
、
語
句
、
文
章
の
異
同
に

つ
い
て
改
稿
が
認
め
ら
れ
る
程
度

で
、
思
想
的
な
内
容
に
お

よ
ぶ
も

の
で
は
な
い
。
大
沼
氏
は
、
巻
三
巻
四
稿
本
は
と
も
に

「
散
士
直
筆
稿
本
」
と
す
る
が
果
し
て
そ
う
か
。
前

に
述
べ
た
よ
う
に
井
田

氏
は
異
論
を
唱
え
て
い
る
。
く
り
返
し
に
な
る
が
、
浄
書
本
文
に
お
け
る
柴

の
筆
跡
に
つ
い
て
現
段
階
で
推
論
す
る

こ
と
は
控
え
た
い
。
し

か
し
そ
れ
よ
り
も
、
こ
の
巻
三
巻
四
稿
本
が
先
に
み
た
巻

一
巻
二
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、

こ
の
稿
本
に
朱

筆
で
施
さ
れ
た
添
削
が

す

べ
て
同

一
人
の
手
で
行
わ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
そ
の
筆
跡
か
ら
柴
自
身
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
推
敲

の
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21
)

で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
巻
三
稿
本

で
特
筆
す
べ
き
は
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
亡
国
論
が
展
開
す
る
部
分

(九
丁
目
表
か
ら
十
七
丁
目
表
に
か
け
て
)
に
お
け
る
削
除
線

の

　
　
　
　
(22
)

多
さ
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
英
雄

「高
節
公
」

(
コ
シ
チ

ュ
ー
シ

コ
)
の
史
伝
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
滅
亡
は
人
民
の

「自
由
ノ

誤
解
」
が
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
沼
氏

の
言
う

「
政
治
的
意
見
、
他
国

の
政
治
情
勢
や
歴
史
な
ど
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の
記
述

に
増
補
及
び
削
除
が
認
め
ら
れ
る
L
部
分
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
削
除
は
柴
自
身

の
判
断
で
あ
る
こ
と

を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
柴
が
自
身

の
草
稿
を
推
敲
し
て
削
除
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も

一
旦
他
者

の
手
に
な

っ
た
も
の
を

削
除
し

て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
こ
れ
が
何
故
の
削
除
な

の
か
を
考
え
て
み
る
と
、
削
除
さ
れ
た
の
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
亡
国
論

の
中

で
も
歴

史
的
事
実
を
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
余
り
に
長
す
ぎ
た
感
の
あ
る
歴
史
叙
述
の
大
幅
削
除
は
、
高
節
公
の
史
伝
と
ポ

ー
ラ
ン
ド
亡
国
論
を
強
調
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
叙
述

は
他
者

の
草
稿
で
あ
る

の
か
も

し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
削
除
線
を
ひ
い
て

「
政
治
的
意
見
」
を
強
調
す
る
も
の
に
推
敲
し
て
い
る
の
は
、
柴
自
身
で
あ
る
こ

と
に
注
意
を
要
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
巻
四
稿
本
を
検
討
し
て
み
る
と
、
巻
四
は
そ
の
大
部
分
が
幽
将
軍
救
出
劇
の
顛
末
を
述
べ
る
小
説
的
展
開
と
な

っ
て
い
て
、
本
文
に

お
い
て

「政
治
的
意
見
」
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な

い
。
稿
本
は
、
語
句
、
文
章
の
異
同
に
関
わ
る
推
敲
に
止
ま
る
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
も
巻
三
稿
本
と
同
様
に
す
べ
て
柴
自
身
が
朱
筆
で
行

っ
た
推
敲
の
跡
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
巻
三
巻
四
稿
本
が
柴
に
よ
る
推
敲

本

で
あ

る
事
実
を
鑑
み
れ
ば
、
井
田
氏
が
述

べ
る
よ
う
な

「巻
三
、
巻
四
と
巻
を
追
う
に
し
た
が

っ
て
、
稿
本
そ
の
も
の
の
中
で
散
士
が
次

第
に
遠
景
に
退
い
て
ゆ
く
印
象
」
は
、
筆
者
は
抱
き
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
次
に
稿
本
が
現
存
す
る
の
は
、
五
編

(巻
九
巻
十
)
で
あ
る
。
巻
九
刊
行
本
の
巻
頭
に
あ
る
東
海
散
士
自
序

は
、
五
編

の
執
筆
経
緯

に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
巻
九
巻
十
は
明
治
二
十
二
年
冬
に
執
筆
し
、
「諸
友
ノ
評
論
」
が
付

さ
れ
た
草
稿
を

コ

詩

宗
L
に
送

っ
て

「評
正
ヲ
需
メ
」
た
。
し
か
し
、
そ
の

「
詩
宗
」
は

「性
検
束
ナ
ク
狙
狂
玩
籍
ノ
如
シ
、
乃
チ
稿
本

ヲ
高
閣

二
束
ネ
数
月
閲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23
)

セ
ズ
」
放
置
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
促
す
と

「九
巻
ト
十
巻
ト
ヲ
合
セ
テ
既

二
之
ヲ
紛
失
セ
リ
」
と

の
答
え
が
返

っ
て
き
た
。

「幾
多

諸
友
ガ
労
評
ス
ル
所
、
散
士
ガ
多
少
心
血
ノ
機
ギ
シ
所
」
で
あ

っ
た
草
稿
を
失

っ
た
落
胆
の
余
り
、
数
カ
月

間
、
筆
を
執
る
こ
と
が

で
き
な
か

っ
た
が
、
「再
ビ
旧
想
ヲ
追
懐
シ
」
執
筆
し
た
と

い
う

の
で
あ
る
。



74

　
こ
の
言
に
よ
れ
ば
、
巻
九
巻
十

の
稿
本
は
、
紛
失
前
の
も
の
と
紛
失
後
の
も

の
と
の
二
種
類
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
前
に
述
べ
た
よ

う
に
、
巻
九
稿
本
は
草
稿
を
蒟
蒻

印
刷
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
稿
本
紛
失
後
に
再
び
複
数
人
に
添
削
あ
る
い
は
漢
文
評
を
依
頼
す
る

た
め
、

数
部
を
印
刷
し
て
配
布
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
現
存
す
る
稿
本
は
、
前
記

の
「詩
宗
」
が
紛
失
し
た
後
に
「再

ビ
旧
想

ヲ
追
懐
シ
」
執
筆
さ
れ
た
も

の
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(24
)

　
巻
九

稿
本
に
は
、
表
紙
裏
に
添
削
者
に
よ
る
朱
筆
の
自
筆
識
語
が
あ
る
。
稿
本
に
は
そ

の
識
語
と
同
じ
筆
跡
に
よ

っ
て
、
朱
筆
で
上
欄
に

漢
文
評

が
加
え
ら
れ
、
本
文
に
は
添
削
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
稿
本
は
柴
の
手
元
に
は
戻
ら
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
大
沼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25
)

氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
こ
の
漢
文
評
お
よ
び
添
削
は
刊
行
本

に
ま

っ
た
く
採
ら
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
現
存
す
る
稿
本

上
の
添
削
は
こ
こ
で
は
省
き
、
稿
本
と
刊
行
本
と
の
比
較
だ
け
を
し
て
お
く
。

　
稿
本

か
ら
刊
行
本

に
お
け
る
変
化
で
顕
著
な
の
は
、
条
約
改
正
を
め
ぐ
る
議
論

(二
十
八
丁
目
裏
か
ら
三
十
三
丁
目
裏
)
が
増
補
さ
れ
て

い
る
点

で
あ
る
。

こ
れ
が
他
者

の
添
削
に
よ
る
も

の
な
の
か
、
柴
自
身

の
増
補
に
よ
る
も
の
な
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
何
と
も
述
べ
難

い
。

し
か
し

な
が
ら
、
条
約
改
正
問
題
は
柴
が
関
わ
り
続
け
た
問
題
で
あ
る
。

こ
の
記
述
が
詳
細
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
れ
が
他
者
に
よ
る

添
削
の
結
果
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
柴
と
同
じ
意
識
を
持

つ
人
物
が
周
辺
に
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
柴
も
積
極
的
に

採
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
巻
十
稿
本
は
、
再
び
巻

一
か
ら
巻
四
稿
本
ま

で
と
同
じ
体
裁
で
、
浄
書
本
文
に
朱
筆
、
墨
筆
で
添
削
が
加
え
ら

れ
て
い
る
も

の
で
あ

る
。
巻

十
に
も
巻
九
と
同
様
に
商
蕩
印
刷
版
の
稿
本
が
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
現
存

の
巻
十
稿
本
は
刊
行
本
と
比
較

し
て
も

ほ
と
ん
ど
異
同
が
認
め
ら
れ
な

い
の
で
、
恐
ら
く
こ
れ
も
紛
失
後

の
稿
本
と
み
ら
れ
る
。
井
田
氏
は

「巻
十
稿
本
に
は
散
士
の
筆
跡

は
見
ら

れ
ず
」
と
述

べ
て
い
る
が
、
表
紙
裏
に
は
柴
自
筆
と
み
ら
れ
る
書
込
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
刊
行
本
竈
頭

の
漢
文
評
に
関
し
て
、

「此
評
第

一
」
と
そ
の
配
列
順
を
指
示
し
て
漢
文
評
を
写
し
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
同
じ
表
紙
裏
に
は
、
「是
レ
乃
チ
未
タ
抑
々
彌
々
唯
タ
皆
ナ
夫
。
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(以
下
略
)L
な
ど
送
り
仮
名
の
用
例

(確
認

の
た
め
か
)
を
羅
列
し
た
書
込
も
あ
り
、
こ
れ
も
同
じ
く
柴
の
筆
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
稿
本
上
の
添
削
で
あ
る
が
、
日
清
戦
争
の
利
を
説
く
部
分

(十
七
丁
目
裏
)
に
添
削
、
削
除
部
分
が
若
干
認
め
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ

も
文
章
表
現
の
効
果
に
関
わ
る
添
削
で
あ
り
、
そ
こ
に
述
べ
ら
れ
る

「政
治
的
意
見
」
を
お
び
や
か
す
も
の
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
大
沼
氏

も
、
「現
存
稿
本
は
刊
行
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
全
く
同

一
の
も
の
と
言
え
る
程
異
同
が
少
な
い
」
、
「朝
鮮
問
題
を
中
心
と
し
て
政
治
的
意

見
を
述

べ
る
に
終
始
す
る
巻
十
は
小
説
的
プ

ロ
ッ
ト
に
乏
し
く
、
そ
の
為
も
あ

っ
て
か
加
え
ら
れ
た
添
削
も
著
し
く
少
な

い
」
と
指
摘
す
る
。

と
く
に
巻
十
は
朝
鮮
問
題
を
と
り
あ

つ
か
う
重
要
な
巻

で
あ
る
。
「
政
治
的
意
見
」
を
述
べ
る
の
は
柴

の
役
割
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
添
削

の
必
要

が
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
の
巻
に
は
添
削
が
極
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
現
存
す
る
稿
本
上
の
添
削
と
、
稿
本
か
ら
刊
行
本
に
お
け
る
変
化
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『佳
人
之
奇
遇
』成
立
過
程
に
お

い
て
柴

の
思
想
は
ど
れ
ほ
ど
貫
か
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
。
添
削
に

「政
治
的
意
見
、
他
国

の
政
治
情
勢
や
歴
史
な
ど
の
記
述
に

増
補
及

び
削
除
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
後
者
は
と
も
か
く

「政
治
的
意
見
」
は
、
少
な
く
と
も
稿
本
本
文

の
思
想
、

つ

ま
り
柴

の
思
想
が
貫
か
れ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　

(2
)　

現
存
し
な
い
稿
本

　
次
に
、
稿
本
が
現
存
し
な
い
部
分
に

つ
い
て
、
稿
本
以
外
の
史
料
か
ら

『佳
人
之
奇
遇
』
成
立
過
程
を
検
討
し
て
み
る
。

　
三
編

(巻
五
巻
六
)
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
農
商
務
大
臣
谷
干
城

の
秘
書
官
と
な

っ
た
柴
が
、
明
治
十
九
年

(
一
八
入
六
)
三
月
か
ら
翌

二
十
年

六
月
に
か
け
て
谷

の
欧
米
視
察
旅
行
に
随
行
中
で
、

日
本
に
は
不
在
で
あ

っ
た
時
期
に
あ
た
る
。
巻
五
巻
頭
に
あ
る
増
島
六

一
郎
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　お
　

序
に
よ

っ
て
、
柴
が
増
島
に
留
守
中

の

『佳
人
之
奇
遇
』
続
編
の
刊
行
を
託
し
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27
)

　
こ
の
三
編
の
執
筆
に
関
し
て
は
、
注
目
す
べ
き
次
の
よ
う
な
高
橋
太
華
宛
の
柴
四
朗
書
簡
が
残

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
柴
が
ウ
ィ
ー
ン
滞
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在
中

に
投
函
し
た
明
治
十
九
年
八
月
二
十
日
付

の
書
簡
で
、
「籾
佳
人
之
奇
遇
五

ハ
既

二
送
致
セ
リ
、
六
モ
此
両
三
日
、
谷
中
将
ノ
留
守

二
逢

ヒ
漸
ク
埃
及
ノ
事
ヲ
終

レ
リ
」
と
、
巻
五
草
稿
を
既
に
送

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
巻
六
も
近
日
中
に
は
成
稿
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
巻
五
、
巻
六
と
も
に
柴
に
よ

っ
て
第

一
稿
が
執
筆
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
続
け
て
同
書
簡
に
は
、

「然

レ
ト
モ
腹
枯

レ
文
章

ハ
鈍
ク
、
復
昔
日
ノ
筆

二
非
ラ
ス
、
貴
兄
代
リ
改
正
古
剛
シ
テ
急

二
出
版
セ
ラ
レ
ン
事
ヲ
乞

フ
、
評
論
序
蹟

=

一

マ
マ
甲

(早
)
稲
田
兄

(四
朗
長
兄
太

一
郎
、
早
稲
田
南
町
に
住
居
が
あ

っ
た
)
ト
貴
兄
ト
ノ
尽
力

二
任

ス
、
故

二
責
任

モ
又
貴
兄

ニ
ア
ル
ヘ
シ
、

貴
兄
ノ
費

ハ
早
稲
兄
と
相
談
シ
テ
増
島

(六

一
郎
)
ヨ
リ
取

ル
ヘ
シ
」
と
あ

っ
て
、
柴
が
太
華
に
草
稿

の

「改
正
古
剛
」
を

一
任
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
柴
は
、
書
簡
本
文
の
鼇
頭
に
、
「埃
及
ノ
史
余
リ
長
シ
、
宜
シ
ク
之
ヲ
短
シ
文
章
ヲ
鍛
錬

セ
ラ

レ
ン
コ
ト
ヲ
乞

フ
」

と
書
き
込
ん
で
お
り
、
太
華
に
文
章

の

「鍛
錬
」
を
依
頼
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先

に
述
べ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
叙
述
の
削
除
を
想
起
す

れ
ば
、

「史
」
を
長
す
ぎ
る
ま
で
執
筆
す
る
の
は
あ
る
い
は
柴

の
癖
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
柴
自
身
が
外
遊
中

の
身

で
あ
り
、
直
接
刊

行
に
携

る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
理
由
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う

が
、
す

べ
て
を

一
任
し
て
い
る
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
柴
が
高
橋
太
華
に
対
し

て
か
な
り
深

い
信
頼
感
を
抱

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
柴
が
同
書
簡

で
、
「近
来

ハ
頻
リ

ニ
世
ノ
中
カ
イ
ヤ

ニ
相
成
リ
、

一
本
ノ
筆

　
　
　
　
マ
マ

ヲ
以
テ
須
摩
明
石
辺

ニ
テ
モ
退
隠
シ
、

一
世
ノ
功
名
ヲ
著
述

二
尽
サ

ン
カ
ノ
念
起

レ
リ
、
貴
兄
之
レ
我

二
随
ヒ
共

二
天
年
ヲ
楽
ム
ノ
意
ナ
キ

ヤ
否
ヤ
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
こ

で
近
日
中
に
成
稿
す
る
と
あ
る
巻
六
草
稿
が
、
同
様
に
柴
か
ら
日
本

へ
送
ら
れ
た
こ
と
は
、
や
は
り
ウ
ィ
ー

ン
か
ら
投
函
さ
れ
た
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28
)

年
十
月

六
日
付

の
柴
五
三
郎

(四
朗
三
兄
)
、
高
橋
太
華
両
名
宛

の
柴
四
朗
書
簡
に
み
え
る
。
柴
は
ウ
ィ
ー
ン
を
訪
れ
た
鳥
尾
小
弥
太
か
ら
『佳

人
之
奇
遇
』
に
寄
せ
た
序
文
を
得
た
ら
し

い
。
「撫
、
別
紙
鳥
尾
中
将
ノ
序
差
出
候
間
、
過
日
送
届
候
佳
人
之
奇
遇
第
六
巻
ノ
序

二
御
入
レ
被

下
度
奉
願
候
、
尤

モ
書

ハ
何
人
ナ
リ
ト

モ
宜
敷
ク
御
座
候
間
、
宜
敷
様
御
取
計
被
下
度
、
過
日
佳
人
之
奇
遇
ノ
第
六
之
正
稿

ハ
早
稲
田

二
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ママ

キ
留

ニ
テ
差
上
候
間
、
必
ラ
ス
御
落
掌
ノ
事
ト
奉
存
候
、
若
シ
然
ラ
ル
レ
ハ
御
吟
味
ヲ
乞

フ
」
と
あ

っ
て
、
巻
六
草
稿

は
既
に
日
本

へ
送
ら
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(29
)

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
通
の
書
簡
は

い
ず
れ
も
、
『佳
人
之
奇
遇
』
第

一
稿
は
柴
自
身
が
書

い
て
い
た
と
い
う

『佳
人
之
奇
遇
』
成
立
過
程
の
濫
膓
を
明
ら

か
に
す

る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
と
同
時
に
、
柴
と
高
橋
太
華
と
の
親
密
な
関
係
を
知
ら
し
め
て
く
れ
る
も

の
で
も
あ

る
。
十
歳
の
年
齢
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

の
あ
る
柴
と
高
橋
太
華
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
年
、
太
華
自
身
が
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。
太
華
は
、

「小
生

と
柴
氏
と
は
、
極
め
て
懇
親
之
間
柄
に
て
殆
と
兄
弟
と
も
舅
甥
と
も
申
す
べ
き
交
情

の
中
に
於
て
、
同
氏
の
殆

と
全
部
の
著
作
及
出

版
に
就

て
助
手
之
役
を
力
め
候
事
と
て
、
唯
佳
人
之
奇
遇
之
著
作
に
就
て
の
み
小
生
之
同
氏
を
輔
助
し
た
と
申
す
に
て
は
無
之
、
文
筆
以
外

之
事
に
於
て
も

一
家
人
と
し
て
、
又
同
氏
之
最
も
久
し
く
厚
き
恩
情
に
浴
し

つ
つ
、
同
氏
之
指
示
之
下
に
微
力
を
致
し

候
事
に
候
」
と
述
べ

て
い
て
、
両
者
の
交
流
の
様
子
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
柴
と
高
橋
太
華
の
関
係
を
考
え
る
こ
と
な
く
し
て
、
『
佳
人
之
奇
遇
』
の
成
立

過
程
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
同
じ
く
稿
本
が
現
存
し
て
い
な

い
四
編

(巻
七
巻
入
)

の
執
筆
に
つ
い
て
、
や
は
り
柴
と
高
橋
太
華
の
関
係

に
関
し

て
、
井
田
氏
に
よ
る

次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
明
治
三
十
八
年

(
一
九
〇
五
)
六
月
に
、
高
橋
太
華
が

『天
囚
批
評
　
東
洋
之
佳
人
初
稿

』
(慶
応
義
塾
図
書
館

所
蔵
)

と
題
す
る
稿
本
に
付
し
た
、
東
海
散
士
著

『東
洋
之
佳
人
』

(明
治
二
十

一
年

一
月
刊
)

の
刊
行
経
緯
を
回
想
し
た
自
筆
識
語
が
あ

る
。
そ

の
識
語
の
冒
頭
の
文
に
、
「
此
稿

(『天
囚
批
評
　
東
洋
之
佳
人
初
稿
』
)
は
明
治
二
十
年
入
月
に
成
る
、
当
時
余

は
柴
東
海
に
伴
は
れ

て
暑
を
清
見
寺
に
避
け
、
佳
人
之
奇
遇
六
編
続
稿
を
艸
す
、
山
寺
清
三
郎
を
従
ふ
、
山
寺
は
会
津
産
独
眼
倭
小
二
十
許
、
細
字
を
工
に
し
米

粒
に
い
ろ
は
四
十
八
字
、
又
は
五
言
絶
句
を
書
す
、
又
詩
才
あ
り
、
絶
句
を
作
る
、
此
行
主
と
し
て
余
の
草
稿
を
浄
写
す
」
と
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
井
田
氏
は
、
「
同
年

(明
治
二
十
年
)
二
月
に
は
出
て
い
た
巻
六
の

『続
稿
』
(す
な
わ
ち
巻
七
以
下

の
草
稿
)
は
太
華
自
身
が

『艸
』

し
た
も

の
で
、
そ
の
際
山
寺
を
興
津
清
見
寺
に
伴

っ
た
の
は
、
太
華

の

『草
稿
を
浄
写
』
さ
せ
る
た
め
で
あ

っ
た
」
と
述
べ
、
柴
の
存
在
を

無

い
も

の
と
し
て
し
ま
う
。
だ
が
果
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
こ
の
避
暑
行
が
太
華
単
独

の
行
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
も
可
能
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で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
太
華
は

「柴
東
海
に
伴
は
れ
て
」
清
見
寺

へ
赴

い
た
の
で
あ
る
。
太
華
自
身

が
、
柴
に
伴
わ
れ
る
存
在
で
あ

っ
た
の

だ
と
い
う

こ
と
を
今

一
度
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
そ
し
て
、
明
治
二
十
年
の
夏
が
、
柴
四
朗
に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
を
持

つ
時
期
で
あ

っ
た
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
同
年
六
月
、
欧
米

視
察
旅

行
に
よ

っ
て

一
層
政
府
批
判
を
強
め
て
帰
国
し
た
谷
干
城
は
、
内
閣
に
政
治
外
交
政
策
刷
新

の
意
見
書
を
提
出
し
て
翌
七
月
に
農
商

務
大
臣
を
辞
職
し
た
。
秘
書
官
柴
も
谷
と
と
も
に
辞
職
し
、
そ
の
後
、
清
見
寺
に
仮
寓
し
た
。
そ
こ
で
、
『佳
人
之
奇

遇
』
四
編
(巻
七
巻
八
)

は
執
筆

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
編
に
は
大
い
に
政
府
批
判
が
盛
り
こ
ま
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
詳
細

は
、
拙
稿
「
『佳
人
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

奇
遇
』
を
読
む
ー
小
説
と
現
実

の

「時
差
」
1
」
に
譲
り
た
い
が
、
こ
の
編

の
う
ち
特
に
巻
入
は
柴
自
身
が
重
要
な
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。

明
治
二
十
五
年
、
第
二
回
総
選
挙
に
お

い
て
柴
が
立
候
補
し
た
際
、
柴
は

『佳
人
之
奇
遇
』
巻
入
は
自
身
の

「
政
治
上

の
意
見
」
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
(32
)

述

べ
た

の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
こ
れ
は
、
柴
が
こ
の
巻
に
存
分
に
自
身
の

「
政
治
的
意
見
」
を
込
め
た
か
ら
こ
そ
発
せ
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る

筈

で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
「
佳
人
之
奇
遇
六
編
続
稿
」
は
太
華
だ
け
が

「艸
」
し
た
の
で
は
な
い
。
太
華
が

「艸
す
」
と
言
う
の
な
ら
ば
、

柴
も
当
然

「
艸
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
太
華
が

「余
ノ
草
稿
」
と
述
べ
た
と
し
て
も
そ
こ
に
深

い
意
味
は
な

い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(33
>

れ
は
、
柴
と
太
華
に
よ

っ
て
練
ら
れ
た
草
稿
に
違

い
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
高
橋
太
華
は
、
児
童
文
学
者
、
雑
誌
編
集
者
と
し
て
名
を
残
し
た
。
太
華

の
業
績
中
で
最
も
多
数
を
占
め
る
も

の
は
歴
史
読
物
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(34
)

こ
の
う

ち
の
ほ
と
ん
ど
は
人
物
を
中
心
と
し
た
史
伝
で
あ
る
。
『佳
人
之
奇
遇
』稿
本
に
お
け
る
歴
史
上

の
人
物

の
史
伝
や
、
各
国

の
歴
史
叙

述

の
記

述
に
訂
正
増
補
が
み
ら
れ
る
の
は
、
太
華
の
実
証
主
義
的
傾
向

の
あ
ら
わ
れ
と
も

い
う

べ
き
も

の
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し

て
そ
の
文
章
に
つ
い
て
は
、
柴
四
朗
の

「東
洋
美
人
ノ
歎
」

(『東
京
日
日
新
聞
』
明
治
九
年
十

一
月
二
十
四
日
)
が
太

華
に
よ

っ
て

『東
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(35
)

之
佳
人
』
と
し
て
再
生
さ
れ
た
こ
と
を
鑑
み
て
も
、
鴎
外
が
指
摘
す
る
通
り
太
華

の
色
合
が
強
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
だ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『佳
人
之
奇
遇
』
稿
本
を
見
る
限
り
に
お
い
て
、
太
華
の
加
筆
は
柴
の
思
想
的
な
内
容

に
ま
で
お
よ
ぶ
も
の
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で
は
な
か

っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(36
)

　
と
こ
ろ
で
、
四
編

(巻
七
巻
入
)
に
関
わ

っ
た
人
物
と
し
て
西
村
天
囚
の
名
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。
木

下
彪
氏
は
、
天
囚
の
没

後
に
滝

川
君
山
が

『碩
園
先
生
追
悼
録
』
に
寄
せ
た

一
文
に
、
「東
海
散
士
の

『佳
人
之
奇
遇
』
七
、
入
巻
及
び

『東
洋
之
佳
人
』
も
亦
碩
園

(天
囚

)
の
潤
飾
批
評
せ
し
所
な
り
と
い
ふ
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
先

に
述
べ
た
よ
う
に
高
橋
太
華
は
、

西
村
は

「本
文
に
は

何
の
関
係
も
な

い
」
と
柳
田
氏
に
回
答
し
た
と

い
う
が
、
実
際

の
と
こ
ろ
は
ど
う
な

の
か
。
追
悼
文
を
寄
せ
た
滝
川
は
、
『佳
人
之
奇
遇
』
巻

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(37
)

十
の

「書
後
」
を
書

い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
巻
十
稿
本
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
と
な
る
と
、
自
身
も
関
与
し
た
当
事
者

で
あ
る
滝
川
が
述

べ
る
西
村

の
関
与

の
話

は
、
「七
、
八
巻
」
と
巻
数
を
限
定
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
信
葱
性
を
帯
び
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
最
後

に
、
六
編

(巻
十

一
巻
十
二
)
、
七
編

(巻
十
三
巻
十
四
)
、
入
編

(巻
十
五
巻
十
六
)
に
つ
い
て
は
、
刊
行
年
月
日
が
近
接
し
て
い

る
こ
と
と
そ
の
内
容
か
ら
、
こ
れ
ら

の
執
筆
は

一
挙
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
巻
十
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
六
年

の
間
隔
が
あ
る
。
明

治
二
十

五
年
二
月
、
第
二
回
総
選
挙
で
初
当
選
し
衆
議
院
議
員
と
な

っ
て
以
降
の
柴
は
、
政
治
家
と
し
て
国
内
外
の
問
題
に
奔
走
し
て
い
た
。

柴
の
身
辺
も
慌
た
だ
し
く
な
り
、
刊
行
に
至
る
背
景
も
こ
れ
ま
で
と
は
変
化
が
あ

っ
て
当
然
で
あ
る
。

　
こ
の
編
の

『佳
人
之
奇
遇
』
成
立
に
つ
い
て
、
今
の
段
階
で
指
摘
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
先
に
述

べ
た
武
田
範
之
の
関
与
で

　
(38
)

あ
る
。
大
沼
氏
に
よ
れ
ば
、
『洪
疇
遺
蹟
』
所
収

の
武
田
範
之
宛
の
柴
四
朗
書
簡
で
、
最
も
早

い
日
付
の
も

の
は
、
明
治
二
十
九
年

(
一
八
九

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
マ

六
)
二
月
二
十
九
日
で
、
「本
日
迄
多
忙

ニ
テ
円
機
括
法

モ
寄
遇
ノ
草
稿
モ
打
棄
候
筈
、
明
日

ニ
モ
可
相
送
候
」
と
あ

る
も
の
で
、
「
こ
の
時

点
で
、

『佳
人
之
奇
遇
』
の
未
刊
行
分
は
、
巻
十

一

(明
治
三
十
年
七
月
刊
)
か
ら
巻
十
六

(同
三
十
年
十
月
刊
)
の
六
巻
で
あ
る
の
で
、
武

田
の
加
筆
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
巻
十

一
以
降
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
書
簡
も
第

一
稿
は
柴

の
側
か
ら
送
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
他
に
武
田
宛

の
柴
書
簡
を
み
る
と
、
「佳
人
之
奇
遇
ノ
草
稿

ハ
充
分

二
御
作
正
置
ヲ
乞

フ
」
(同
年
三
月
二
四
日
)
と
い
う
依
頼
、
「御

申
越
ノ
シ
ャ
ミ
ー
ル
ノ
伝

ハ
一
字
下
テ
、
恰
モ
ガ
リ
バ
ル
チ
ー
又

ハ
東
山
党

ロ
ー

ハ
チ
ー
ル
ノ
書
キ
方

二
相
願
度
、
成

ル
丈
長
文

二
御
敷
演
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ヲ
乞
フ
L

(同
年
十
月
二
十
二
日
)
と
い
う
執
筆
箇
所
に

つ
い
て
の
具
体
的
な
指
示
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
同
三
十
年
四
月
三
日
付

の
武

田
宛
の
柴
書
簡
に
は
、
「御
尽
力
被
下
候
佳
人
之
奇
遇
モ
剛
正
ス
レ
バ
ス
ル
程
六
ケ
敷
相
成
候
テ
、
加
之
議
会
其
他
人
事
多
要
ノ
為
放
棄
シ
置

処
候
処
、

一
大
奮
発
シ
テ
発
党
致
度
存
候

二
付
、
御
上
京
被
下
候
事
相
成
ル
ベ
ク
候
ヤ
」
と
あ

っ
て
、
柴
は

『佳
人
之
奇
遇
』
刊
行
の
た
め

に
武
田

の
上
京
を
要
請
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
書
簡
か
ら
は
、
先
に
み
た
柴
と
高
橋
太
華
と
の
関
係
が
、
こ
の
時
点

で
は
柴
と
武
田
範
之
と

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(39
)

の
間
に
築
か
れ
て
い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
武
田
の
関
与
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
井
田
氏
の
指
摘
に
よ
る
巻

九
か
ら
関
与

の
可
能
性
も
含
め
、
改
め
て
論
じ
る
べ
き
こ
と
と
し
た
い
。

お

わ

り

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(40
)

　
文
学
書
と
し
て
み
た
と
き
、
『佳
人
之
奇
遇
』
は
合
作
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
を
思
想

書
と
し

て
そ
の
思
想
を
議
論
す
る
場
合
、
そ
れ
は
柴
四
朗

の
思
想
な

の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て

『佳
人
之
奇
遇
』
は
柴
四
朗

の
著
作

と
考
え
て
問
題
は
な
い
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
基
底
と
な

っ
て
い
る
体
験
と
知
識
は
柴
四
朗
自
身
の
も
の
で
あ
り
、
他
者
に
よ
る
添
削

が
み
ら
れ
る
稿
本
に
お
い
て
、
そ
の
添
削
が
思
想
内
容
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
場
合
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
か

つ
、
残

さ
れ
た
史
料
か
ら
常
に
柴
が
第

一
稿
を
執
筆
し
て
い
る
こ
と
は
疑

い
よ
う
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
書
が
複
数
人
の
協
力
を
得

て
成
立
し
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
高
橋
太
華
、
西
村

天
囚
、

武
田
範
之
、
そ
の
他

の

『佳
人
之
奇
遇
』

の
成
立
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
柴
四
朗

の
周
辺
人
物

の
思
想
的

な
問
題
を
併
せ
て
検

討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
『佳
人
之
奇
遇
』
鼇
頭
漢
文
評
の
検
討
も
す
す
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。

　
未
だ
課
題
は
残
る
が
、
『佳
人
之
奇
遇
』
は
柴
四
朗
の
思
想
が
貫
か
れ
た
政
治
論
説
書
で
あ
る
、
こ
れ
を
以
て
本
稿

の
結
論
と
し
た
い
。
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註(
1
)
　

『
佳
人

之
奇

遇
』

の
内

容

に

つ
い
て
は
、

拙
稿

「
『
佳
人

之
奇

遇
』

を
読

む
1

小
説

と
現

実

の

「時

差
」

I
L

(
『史

窓
』

第
五

八
号

、
京

都

　

　
女

子
大
学

史
学

会
、

二
〇
〇

一
年

)
を

参

照
さ

れ
た

い
。

(
2
)　

湖

上

人

(森

鴎
外

)

「
明
治

大

正
文
章

小

史
」

(
『
日
本
及

日
本

人
』

臨
時

増
刊

、

政
教
社

、

大
正

五
年
九

月

二
十

日
)
。

　

　
　

　

　
た
い
か

(
3
)
　

高

橋
太

華

・
文
久

三
年

(
一
八

六
三

)

～
昭
和

二

十
二
年

(
一
九

四
七
)

…

児
童

文
学
者

、

小
説

家
、

雑
誌

編
集

者
。

本
名

次
郎
。

号

は

　

　
高
橋

七
郎

、
太

華

山
樵
、

頽

花
学

人
な

ど
。

岩
代

(現
福
島

県
)

二
本

松

の
旧
藩

士

の
家

に
生

れ

る
。

明
治
十

四
年

(
一
八
八

一
)

上
京

、

　

　
中
村

正
直

、
重

野
安

繹

に
学

び
、
詩

文

を
修

め

る
。

同
二
十

二
年

、

少
年
雑

誌

の
先

駆
と

な

っ
た

『少

年
園

』
を
創

刊
、

さ
ら

に

『小

国
民

』

　

　
を
創

刊
し

た
。

根
岸

党

(根
岸

近
傍

に
住

ん

で

い
た
洒

脱
な

気
質

の
文
人
達

)

の

一
員
と

目
さ

れ
、
饗

庭

篁
村
、

幸

田
露

伴
、

岡
倉

天
心

等

　

　
と
も

交
流

が
あ

っ
た
。

(
4
)　

白

石
実

三

「
根
岸

派

の
人

々
」

(『
日
本
文

学
講

座
第

十

一
巻

　
明
治

文
学

篇
』

所

収
、
改

造
社

、

一
九

三
四

年
)
。

(
5
)
　

飯

田
利

行

「
『
佳

人
之
奇

遇
』

の
筆

者

に

つ
い
て
」

(『
二
松

学
舎

創

立
百

十
周

年
記

念
論

文
集

』
二
松

学
舎

、

一
九

八
七

年
)
は
、
飯

田
氏

　

　
が
昭

和
十

七
年

(
一
九
四

二
)

入
月

十

日

に
高

橋

太
華

を
訪

問
し

た
当

時
を

回
顧

し

て
、

同
氏

の
記
録

に

「
散
士

作

と
伝

え
ら

れ

る
政
治
小

　

　
説

『
佳

人
之
奇

遇
』

と

『東

洋
之

佳

人
』
は
、

先
生

の
筆

に
な

っ
た
も

の
だ

と
、

こ

の
と
き

承

る
」
と
あ
り

、

「
私
は
、

太
華

翁

が
、
問

わ
ず

　

　
語

り

に
、

ふ

と
漏
ら

し

た
言

の
葉

に
真

実

が

こ
も

っ
て

い
た
と
信
ず

る
。

た

、・
し
プ

ロ

ッ
ト
と

い
う

か
、
構

想

と

い
う

か
、

そ

れ
は
東

海
散

　

　
士

柴

四
朗

に
よ

る
も

の
と
解
し

た

い
」

と
述

べ

る
。

(6
)　

拙

稿

「東

海

散
士

柴
四

朗

の
政
治

思
想

-

政
治

小
説

『
佳

人
之
奇

遇

』
発

刊
以

前
ー

」

(『
史
窓

』
第

五

六
号
、

京
都

女

子
大
学

史
学

会
、

　

　

一
九
九

九
年

)
。

(
7
)　

柳

田
泉

「
『佳

人
之

奇
遇

』

と
東

海
散

士
」

(
『政

治
小

説
研

究

　
上
』

春
秋

社

、

一
九

六

七
年
)
。

(
8
)　

柳

田
氏

が

こ

の
問

題
を

調
査

し

た

の
は
、
高

橋
太

華

が
存
命

中

の
昭
和

五

年

(
一
九

三
〇

)
で
あ

る
。
堀

田
信

夫

「
『
東
洋

之
佳

人
』
稿
本

　

　
並

び

に
高
橋

太
華

関
係

書
簡

」

(慶
応

義

塾
大
学

研

究
会

編

『国

文
学

論
叢

第

五
輯
　

近
代

文
学

』
至

文
堂
、

一
九
六

二
年

)
に

は
、
同

年
十

　

　

一
月
十

六

日
付

の
柳

田
泉
宛

の
高

橋

太
華
書

簡

が
翻

刻

さ
れ

て

い
る
。
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(9
)　

大
沼

敏

男

「
『
佳

人
之
奇

遇
』

成

立
考
証

序

説
-
慶

応
義

塾

図
書

館
蔵

稿
本

と

刊
行

本
l
」

(
『
文
学
』

岩

波
書
店

、

一
九

八
三

年
九

月
)
。

(10
)　

木
下

彪

「
『佳

人

之
奇

遇
』

の
詩

と
其

の
作

者
」

(
『
文
学
』
岩

波
書

店
、

一
九

八

五
年
九

月
)
。
木

下
氏

は
、

『
佳

人
之
奇

遇
』
中

の

「
三
十

　

　
首

の
詩

を
熟

読

し

て
、

其

の
声

調
、

其

の
辞
藻

か
ら

考

へ
て
、

こ
れ

が
全
く

同

一
人

の
手

に
出

た
も

の
で
あ

る

こ
と

は
殆

ん
ど
疑

を
容

れ
な

　

　

い
」

と
、
書

中

の
詩

は
す

べ
て
国

分
青

匡

作

と
す

る
が
、

こ
れ

に

つ
い
て

は
疑

問

が
残

る
。

(
11
)　

『
佳

人
之
奇

遇

』
巻

一

(明
治

十
八

年

十
月
刊

)
巻

頭

に

「
明
治

乙
酉

(十
八

年
)
三

月
於

熱
海

浴
舎

東
海

散
士

誌
」

と
署
名

の
あ

る

「
自

　

　
叙

」

に
よ

る
。

柴
四
朗

は
同
年

一
月

に
六

年
間

の
ア
メ

リ
カ
留

学

を
終

え

て
帰

国

し

た
。

(
12
)　

『
佳

人
之
奇

遇

』
巻

九

(明
治

二
十

四
年

十

一
月

刊
)

巻
頭

に
、

「
東

海
散

士
謹

識
」

と
署

名

の
あ

る
自
序

に

よ
る
。

(
13
)　

大
沼

前
掲

論

文
、

以
下

の
大

沼
論

文

の
引

用
は
す

べ
て

こ
れ

に
よ

る
。

(
14
)　

井

田
進
也

「
東

海
散

士

『
佳

人
之
奇

遇

』
合

作

の
背
景

ー
慶

応
義

塾

図
書
館

所

蔵
稿
本

を

読

む
」

(
『国

文

学
　

解
釈

と
教

材

の
研
究

』
学

　

　
灯

社
、

一
九

九
九

年

十
月

)
。

(
15
)　

薄
井

恭

一

「
稿

本

『
佳

人
之
奇

遇
』

と

の
奇

遇
」

(
『
日
本

現
代

文
学
全

集

　
第

三
巻

　
政

治
小

説
集

』
月

報
所

載
、

講
談

社
、

一
九

六
五

　

　
年

)

に
よ

れ
ば
、

こ
れ
ら

の
稿

本

は
、

昭

和

二
十

二
年
暮

に
白
木
屋

古
書

展

に
お

い
て
薄
井

氏

が
購
入

し

た
も

の
と
あ

る
。

そ

の
時
点

で
す

　

　
で
に
現

状

の
装
丁

が
あ

っ
た
と

い
う
。

稿
本

を

目

に
し

た
嘉
治

隆

一
氏

か
ら
、

こ

の
稿
本

は
昭
和

十
九

年

に
武

田
範
之

が
住

職
を

つ
と
め

た

　

　
越

後
顕

聖
寺

で
見

た

こ

と
が
あ

る
、

柴
五
郎

か
ら
寺

へ
納

め

ら
れ

た
も

の
で
も
あ

ろ
う

か
、

と

い
う

話

が
あ

っ
た

こ
と
が
記

さ
れ

て

い
る
。

　

　
こ

の
話

が
事

実
な

ら

ば
、

こ
れ

ら

の
稿
本

の
所
有

者

が
武

田

で
あ

っ
た

可
能

性
も

考
え

ら
れ

る
。

(
16
)　

明
治

二
十

年

二
月

に
、

「
大
東

薄
士

」
を
主

人

公

と
し

て

『
佳

人
之
奇

遇
』

の
ス
ト
ー

リ
ー

を

ほ
ぼ
踏
襲

し

平
易

な
通

俗
文

体

に
よ

っ
て
書

　

　
き

か
え

た
、

服
部

撫
松

著

『
通

俗
佳

人
之
奇

遇
』

(東

京

同
盟
書

房

)

が
出
版

さ
れ

た
。

同

二
十

二
年
四

月
十

四

日
、
柴

は

こ

の

「
通
俗

本
」

　

　
を

自
己

の
版
権

を

侵
害

す

る
偽

版
と

し

て
告
発
、

第

一
審

で

は
被
告

の
服
部

は
無

罪
と

な

る
が
、

同
二

十
三

年
五

月
二

十
九

日
、

大
審
院

が

　

　
服
部

に
有

罪

を
宣

告

し
た
。

こ
の

「筋

書
」

は
裁

判

の
参

考
資

料

と
し

て
作
成

さ

れ
た
も

の
で
あ

ろ
う

か
。

ま

た

「
筋

書
」

と

一
緒

に
綴
じ

　

　
ら

れ

る
巻
九

自
序

草
稿

は
、

筆

跡

か
ら
柴

四
朗

自
筆

の
も

の
と
考
え

て
問
題

な

い
。

(
17
)　

井

田
前
掲

論
文

、
以

下

の
井

田
論

文

の
引
用

は
す

べ

て

こ
れ
に
よ

る
。

井

田
氏

は
、

「
現
存

す

る
稿
本

中

で
は
筆

耕

X

(草
書

風

の
細
目

の
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達

筆
)

の
美

麗

な
筆

に
な

る
部

分

が
分

量
的

に

は
も

っ
と
も
多

く

、
大

沼
氏

は

こ
れ
を

『散

士
直

筆
』

と

し

て
お
ら

れ
る

が
、

こ

の
説

に

は

　
　
承

服

し
が

た

い
L
と
し

て
、

「
ど
う

や
ら

稿
本

中

の
乱
筆

な

い
し
悪

筆
を

も

っ
て
散

士
直

筆

と
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
よ
う

で
あ

る
」
と
述

べ

　
　

る
。

(
18
)　

例
え

ば
、

高
橋

太
華

宛
柴

四
朗

書
簡

(慶

応
義

塾

図
書
館

所
蔵

)
、

谷
干

城
宛

柴

四
朗
書

簡

(立
教

大
学

図
書

館
所

蔵
)
な

ど

に
見
ら

れ

る

　
　
柴

自
筆

と

の
比
較

が
可

能

で
あ

る
。

こ
れ

ら

に
よ

り
、

『
佳
人

之
奇

遇
草

稿
　

筋
書

』
に
合
綴

さ
れ

る
巻

九
自

序
草

稿

が
柴
自

筆

の
も

の
と
断

　
　
定

で
き

る

の

で
あ

る
。

(
19
)　

こ
の
二

つ
の
稿

本

は
、
大

沼
氏

の
指
摘

に
よ

っ
て
、

「初

稿
」
と
称

さ

れ

て

い
る
稿

本

は

「
再

稿
」
の
巻

一
に
相

当
す

る
丁

の
本

文
を

、
そ

　
　

こ
に
加

え
ら

れ

た
欄
外

朱
筆

及

び
墨

筆

の
増
補

文
な

ど

を
本
文

に
繰

り
込

み

つ

つ
転

写

し

た
も

の
で
あ

る

こ
と

が
明
ら

か

に
さ
れ

て

い
る
。

　
　

つ
ま
り

現
存

の

「
初
稿

」

は
再
稿

で
、

「再

稿
」

が
初

稿

に
な

る
。

(
20
)　

薄

井
恭

一
氏
所

蔵

の
稿
本

か
ら

原
本

(刊

行
本

)
の
伏

字
を

復

元
し

た
と
あ

る

『
日
本

現
代

文
学

全
集

　
第

三
巻

　
政

治
小

説
集

』

(講
談

　
　
社
、

一
九

六

五
年
)

に
は
、

欄
外

柴
加

筆
部

分

「
約

二
背

キ
…

若

シ
之

ヲ
忍
ブ

」

が
見
落

さ

れ

て
し
ま

っ
て

い
る
。

(
21
)　

先

行

研
究

に

は

こ
の

こ
と
は
指

摘

さ
れ

て

い
な

い
。

(
22
)　

稿

本

の
行
数

で
あ

る
が
、

計
三

十
九

行

に
削

除
線

が
あ

っ
て
大
幅
削

除

が
目

を
引

く
。

(23
)　

前

掲
木

下
論

文

は
、

こ
の
草
稿

を

紛
失

し
た

「
詩

宗
」

が
国

分
青

圧

で
あ

る
と
論

証

し

て

い
る
。

以

下

の
木

下
論

文

の
引

用
は
す

べ
て

こ

　
　
れ

に
よ

る
。

(24
)　

添
削

者

に

よ
る
自

筆

識
語

に

は
署
名

が
な

い
。

「
両
声

寂

々
、
灯

火
栄

々
、
空

斎
起

臥
、
不

堪
無

珈
無

止
、

乃
把

尊

稿
敢
加

鄙

見
、
可
採

則

　
　
採
可

棚
則
刪

、

若
夫

彫
琢

文

詞
闡

発
微

旨
、

散

士
固

不
乏
其

友
、

敢
非

吾

憐
所

望
請

諒
焉

」

と
あ

る
。

(25
)
　

添

削
者

識
語

に
は

「
(明
治

二

十
四

年
)
五
月

初

一
日
灯
下
」

と
日
付

が
あ

る
。

巻

九
自
序

で
は
大

津
事
件

(同
年

五
月

十

一
日
)
以
前

に

　
　
は
定

稿

が
出
来

て

い
た

と
あ

る
。

よ

っ
て
、

こ
の
稿
本

の
添

削
者

は
、

定

稿
完
成

ま

で

に

こ
の
稿
本

を
返

送
す

る

こ
と

が
で
き

な

か

っ
た
も

　
　

の
と

み
ら

れ

る
。

(26
)
　

『佳

人

之
奇
遇

』
巻

五

巻
頭

に
増

島

六

一
郎

に
よ

る
序

が
あ

る
。

増
島

は
弁
護

士
、

法
学
者

。

序

文

に
は

「
今

年
春

散
士

欧
米

に
遊

ふ
、

発
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す

る

に
臨

み
余

に
託
す

る

に
此
書

出

版

の
事

を

以

て
す

、

頃
者

第
五

巻
成

る
L

と
あ

る
。

(
27
)　

前
掲

堀

田
信
夫

「
『
東
洋

之
佳

人
』

稿
本

並

び
に
高

橋
太

華
関

係
書

簡

」
。

(
28
)
　

同
右
。

柴

五
三

郎

の
関
与

に

つ
い
て
は
、

村
上

兵

衛

『守

城

の
人

-

明
治

人
柴
五

郎
大

将

の
生
涯

』

(光

人

社
刊

、

一
九
九

二
年
)
に
次

の

　
　
よ
う

な
叙

述

が
あ

る
。

「
日
本
語

の
文

章

に
関

し

て

は
、
四

朗

は
あ

ま
り

自
信

が
な

か

っ
た
。

そ

こ
で

(
『
佳
人

之
奇

遇
』
)
草
稿

を
、

そ

の

こ

　
　
ろ

上
京

し

て

い
た
三
兄

の
五

三
郎

の
許

に
届

け
、

流
麗

な
漢

文

調

の
文
体

に
磨

き
あ

げ

て
も
ら

っ
た
。
ず

っ
と

の
ち

の
こ
と

だ
が
、

こ
の
小

　
　
説

の
続

編

の
草
稿

を
前

に
、

五
三

郎

が
机

に
む

か

っ
て
坤
吟

し

て

い
る
姿

を

五
郎

は
目
撃

し

て

い
る
」

と
あ

る
。

(
29
)　

鳥

尾

の
序

は
柴

の
指

示
通

り
、

巻

六
巻
頭

に

「
佳

人
之
奇

遇
序

」
、

「
明
治
十

九
年

秋
十

月
於

懊
国

首
都

得
庵

居
士

撰
」

と

し
て
挿

入

さ
れ

　
　

て

い
る
。

(
30
)　

柳

田
泉

宛
高

橋
太

華
書

簡
。

註

(
8
)
参

照
。

(31
)　

註

(1
)
前

掲

拙
稿

。

(
32
)　

『
日
本

』

(
明
治

二
十

五
年

一
月

三
十

一
日
)
の
記
事

に
、

「
東

海
散

士
、
奥

の
会
津

の
候

補
者

た
り

、

一
日
、

政
治

上

の
意
見

を
述

べ

て
曰

　
　
く
、

予

が
意

見
は
佳

入

之
奇
遇

第

八
巻

に
同

じ

と
、
自

著

の
小
説

を

把

っ
て
宣

言

に
代

ふ
、

亦
奇

」

と
あ

る
。

(33
)　

さ
ら

に
井

田
氏

は
、

「
巻
九

刊
本

巻

頭

の
散

士

自
序
草

稿

が
、

『
東
洋

之

佳
人
初

稿

』

と
同
じ

大
振

り
、

右
肩

上

が
り
を
特

徴

と
す

る
山
寺

　
　
筆

の
謄
写

本

と
し

て
巻
十

稿
本

の
巻

頭

に
綴

じ
込

ま

れ
て

い
る

こ
と

は
、
巻

七

か
ら
巻

十

ま

で
の
草

稿

が
、
明

治
二

十
年

の
夏
、

太
華

に
よ

　
　

っ
て
清
見

寺

で

『
艸
』
せ
ら

れ
、

山
寺

に
よ

っ
て
浄
書

さ

れ

た

こ
と
を
裏
書

き

す

る

の
で
は
あ

る

ま

い
か
」
と
述

べ
る
が
、

「
第

一
編

ヲ
出

セ

　
　
シ

ヨ
リ
以

テ
今

日

二
至

ル

マ
デ
已

二
六
星

霜
」

と
述

べ
、

明
治

二
十

二
年

冬

に
巻

九
巻

十

は
成

稿
し

た

と
述

べ
る
巻

九
自
序

が
、

明
治
二

十

　
　
年

の

こ
の
行

で
浄
圭
厚
さ

れ

る
と

い
う

こ
と
は
起

こ
り
得

な

い
。

(34
)　

上

田
信
道

「高

橋

太
華

の
児

童

文
学
-

史
伝

と

お
伽
話

を
中

心

に
」

(
『
児
童
文

学

研
究
』

第

二
十

六
号
、

日
本

児
童

文
学

学
会

、

一
九
九

　
　
三
年

)
。

(35
)　

『東

洋
之

佳
人

』

が
高

橋
太
華

の
執
筆

に
な

る

こ
と

は
、

『
天
囚

批
評

　
東

洋
之

佳

人
初
稿

』

の
太
華

自
筆

識
語

に
よ

っ
て
明
ら

か

と
な

る
。

　

前

掲

堀
田

信
夫
氏

は
、

「
『
東
洋

美
人

ノ
歎

』

の
趣
旨

は
其

の
侭

『東

洋

之
佳

人
』

に
採

り
入

れ
ら

れ

て

い
る
が
、

後
者

に
至

っ
て
そ

の
文
辞
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は
顕

か

に
華
麗

と

な
り
、

そ

の
構
想

も
著

し

く
文

芸
作

品

の
形
を

帯

び

て
来

て

い
る
。

此

処

に
散

士

と
太
華

と

の
作

品
を
通

じ

て

の
関

係

が

　
　
判
然

と
す

る

と
言

え

る
で
あ

ろ
う
L

と

述

べ
る
。

　
　

　
　

　
て
ん
し
ゅ
う

(
36
)　

西

村

天

囚

・
慶

応
元
年

(
一
八

六
五

)

～
大
正

十
三

年

(
一
九

二

四
)

…
新
聞

記
者

、

小
説
家

、
漢

学
者

。
本

名
時

彦
。

晩

年

は
碩

園

と

　
　
号

す
。

父

は
薩

摩
藩

の
支

藩
種

子
島

家

の
上
士

。

明
治
十

三

年
上

京
し

、
重

野
安

繹

の
内
弟

子

と
な
り

宋
学

を
修

め

る
か

た
わ
ら

、
島

田
篁

　
　
村

の
双
桂

精
舎

に

入

っ
て
経
学

を
学

ん

だ
。

明
治

二
十
年

五

月
、

『
屑
屋

の
篭

』
前

編

を
博

文
堂

か
ら

出
版
、

一
躍
文
名

を
馳

せ
た
。

翌
年
、

　
　
滋
賀
県

大

津

の

『
さ

・
浪

新
聞

』

に
主
筆

と

し

て
入
社
、

そ

の
後

『大

阪

公
論
』
、

『大

阪
朝

日
新

聞
』

に
移

り
、

日
清

戦
争

後

は

『東

京
朝

　
　
日
新
聞

』
主

筆

と
な

っ
た
。

(37
)　

巻
十

稿

本
巻

末

に
は
漢

文

の

「
書

後
」

が
浄

写

さ
れ

て

い
る
。

刊
行

本

で
は
無

署
名

の
同

文

が
掲
載

さ
れ

る

が
、
稿

本

に
は

「
辛
卯

(
明

　
　
治

二
十

四

年
)

十
月

十
五

日
　

滝

川
資
言

」

の
署
名

が
あ

る
。

滝

川
亀

太
郎

(
諱
は
資

言
、

号

は
君

山
、
東

洋
史

学
者

)

は
、
高

橋
太

華
、

　
　
西

村

天
囚

と
は

東
京

大
学

古
典

講
習

科

の
同
期

で
あ

っ
た
。

　
　

　
　

は
ん
し

(38
)　

武

田
範

之

・
文
久

三
年

(
一
八
六

三
)

～

明
治

四
十

四
年

(
一
九

一

一
)

…
久

留
米

藩
士

沢
四
郎

兵

衛

の
三
男

と
し

て
生

れ

た
が
、

十

一

　
　
歳

の
時

に
福

岡

の
武

田
家

の
養

子

と
な

っ
た
。

京
都

、
東

京

に
出

て
曹

洞
宗

・
天
台
宗

を
学

び
仏

門

に
入
り

、
や

が

て
越
後

顕
聖

寺

(新

潟

　
　
県

東
頚

城

郡
川

原
村

)

の
住
職

、
曹

洞
宗

末
派

総
代

議
員

に

も
な

っ
た
が
、

朝
鮮

に

お
け

る
大
陸

浪
人
的

な

活
動

で
知

ら
れ

る
。

天
佑
?

・

　
　
黒

竜
会

・
一
進
会

な

ど

の
団
体

の
中

心
的

メ

ン
バ
ー

と
し

て

お
も

に

日
本

の
朝
鮮

合
併

工
作

に
従

事
し

た
。

(39
)　

井

田
氏

は
、

「
柳

田
氏

へ
の
返

書

で
太
華

が
武

田

の
直

接
関

与

に
触

れ

な

か

っ
た

の

は
、

巻

九
、

巻
十

の
稿
本

が
失

わ
れ

た

の
を

さ

か

い

　
　
に
、
潤

飾

の

ヘ
ゲ

モ

ニ
ー

が
太
華

か
ら
武

田

に
移

っ
た

こ
と

(と

り
わ

け
太

華

が
す

で
に
手

を
入

れ

て

い
た
印
刷

稿
本

に
武

田

が
縁

大

の
筆

　
　
を

揮

っ
た

こ
と
)

へ
の
わ

だ
か

ま
り

が
残

っ
た
た

め
か
も

し

れ
な

い
」

と
推

論
す

る
。

(40
)　

木
下

彪
氏

は
、

「
『佳

人

之
奇

遇
』

と

て
も
、

文

は
ど

の
部
分

を
誰

が
代

作

し

た
と

か
助
筆

し
た

と

か
、

詩

は
誰

が

ど
れ
を

作

っ
た
と

か
直

　
　
し

た

と
か
、

そ

ん
な

こ
と

を

一

一
弁

明
す

る
必

要

は
な

い
の
で
あ

る
。

そ
れ

が
問

題

に
な

っ
た

の
は
、

文
も

詩
も

余
り

に
巧

く
出
来

て
ゐ

て
、

　

本

は
空
前

の
ベ

ス
ト

セ
ラ
ー

に
な

っ
た
為

で
あ

る
。

同
書

の
出

た

翌
年
、

末
広

鉄
腸

の
政
治
小

説

『
雪
中

梅
』
、
次

で

『
花
間
鴬

』

が
出

て
、

　
　
こ
れ
亦

随
分

広
く

読
ま

れ

た
。
鉄

腸

は
朝

野
新
聞

朱
筆

と

し

て
鳴
ら

し

た
論
客

で
あ

る
、

余
技

に
も

の
し

た
小

説

の
原
稿

は
、

必
ず

其

の
道
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の
専
門
家
に
就
い
て
正
し
た
。
『雪
中
梅
』
『花
間
鴬
』
も
、
文
中
の
婦
女
子
の
対
話
が
如
何
に
も
巧
み
過
ぎ
る
と
い
ふ
の
で
、
代
作
説
が
起

　
　
っ
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
鉄
腸
は

『餅
は
餅
屋
、
婦
女
子
の
言
葉
な
ど
、
前
田
鴬
園
に
訂
正
を
託
し
た
の
だ
』
と
虚
心
坦
懐
に
自
白
し
た
と
い

　
　
ふ
。
東
海
散
士
は
鉄
腸
の
や
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
、
そ
れ
が
明
治
文
学
史
上
の
問
題
と
な

っ
て
今
に
尾
を
引
い
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
」
と

　
　
述
べ
る
。

〔
付
記
〕　
本
稿
作
成
に
際
し
史
料
閲
覧
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
慶
応
義
塾
図
書
館
貴
重
書
室
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。


